
今、　花ひらく小さな城下町　三春

（写真：各地区で敬老会が開催されました：中妻地区敬老会のようす）

● 三春町長選挙および三春町議会議員一般選挙結果報告／平成 26 年度決算報告／平成 27 年度消防団
　 秋季検閲式・三春町防災訓練が開催されます／第 12 回三春秋まつりが開催されます
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任
期
満
了
に
伴
う
三
春
町
長
選
挙
、
三
春
町
議
会
議
員
一
般

選
挙
の
投
票
は
、
９
月
13
日
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

町
内
17
か
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
投
票
率
は
67
・
60
㌫
で
、

前
回
平
成
23
年
の
三
春
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
66
・
96
㌫

よ
り
０
・
64
㌫
上
回
り
ま
し
た
。
選
挙
当
日
の
有
権
者
数
は
、

１
４
、８
２
５
人
（
男
７
、２
０
９
人
、
女
７
、６
１
６
人
）
で
、

投
票
者
数
は
男
４
、８
１
６
人
で
66
・
81
㌫
、
女
５
、２
０
５
人

で
68
・
34
㌫
の
投
票
率
で
し
た
。
開
票
は
同
日
午
後
９
時
か
ら

三
春
町
民
体
育
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
選
証
書
附
与
式
は
、
９
月
14
日
に
三
春
町
役
場
に
お
い
て

行
わ
れ
、
橋
本
春
雄
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り
町
長
当
選
者
１
名

と
、
議
員
当
選
者
16
名
に
当
選
証
書
が
附
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
当
選
さ
れ
た
町
長
の
任
期
は
、
平
成
27
年
９
月
21
日
か
ら

平
成
31
年
９
月
20
日
、
議
員
の
任
期
は
、
平
成
27
年
10
月
１
日
か

ら
平
成
31
年
９
月
30
日
ま
で
の
４
年
間
で
、
町
政
の
発
展
や
住
民

福
祉
の
向
上
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
活
動
さ
れ
ま
す
。

　

各
候
補
者
の
得
票
数
お
よ
び
各
投
票
所
の
投
票
結
果
は
、
下

記
の
と
お
り
で
す
。

※ 

投
票
者
数
、
投
票
率
の
記
載
は
三
春
町
長
選
挙
の
も
の
で

　

す
。
詳
細
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

三
春
町
長
選
挙
お
よ
び

三
春
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
結
果
報
告

三春町長・議会議員一般選挙投票結果

※ 第３投票区および計欄の (　) 内は議員一般選挙投票
率です。

※ 各投票所の期日前投票者数を含んでいます。
※ 期日前投票者数は、1,961 人で全体の 13.23％です。

三春町議会議員一般選挙開票結果

三春町長選挙開票結果

※ 按分の際に切り捨てた票は、0.004 です。
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任
期
満
了
に
伴
う
三
春
町
長
選
挙
は
９
月
８

日
に
告
示
さ
れ
、２
名
が
立
候
補
の
届
出
を
し
、

13
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、

現
職
の
鈴
木
義
孝
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

町
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
就
任
の
あ
い
さ

つ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

鈴
木
町
政
第
四
期
ス
タ
ー
ト

◇ 昭和 58 年 10 月〜平成 15 年 9 月
　三春町議会議員（５期）
◇ 平成 3 年 10 月〜平成 7 年９月
　三春町議会副議長
◇ 平成 7 年 10 月〜平成 15 年８月
　三春町議会議長
◇ 平成 15 年９月〜
　三春町長（４期目）

町長のプロフィール

鈴木 義孝
（すずきよしのり）
柴原字神久保 100
昭和 14 年生まれ
75 歳
無所属

＜略　歴＞

町
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
の
選
挙
に
よ
り
四
期
目
の
当
選

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
町
民
の
皆
様
の
付

託
に
対
し
て
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
が
、
こ
こ

で
、
あ
ら
た
め
て
、
四
期
目
の
任
期
が
始
ま

る
に
あ
た
り
町
政
運
営
の
考
え
を
述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
三
期
目
の
四
年
間
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
発
生
に
伴
う
対
応

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
様
や
議
会
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
全
力
で
復

旧
・
復
興
に
取
組
み
、
道
路
や
学
校
等
の
公

共
施
設
の
復
旧
、
避
難
自
治
体
住
民
の
受
入

れ
、
原
発
事
故
に
伴
う
除
染
の
推
進
や
子
ど

も
た
ち
の
被
ば
く
線
量
の
測
定
、
食
品
の
放

射
性
物
質
測
定
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
等
の
復
旧
・
復
興

事
業
と
と
も
に
、
自
主
自
立
の
ま
ち
を
目
指

し
、
財
政
健
全
化
の
た
め
に
借
入
金
残
高
の

削
減
を
進
め
、
平
成
22
年
度
末
に
約
90
億
円

あ
っ
た
地
方
債
を
平
成
26
年
度
末
に
は
約

79
億
円
ま
で
削
減
し
ま
し
た
。

　

町
立
三
春
病
院
と
敬
老
園
の
建
設
に
よ
る

医
療
と
福
祉
の
拠
点
整
備
、
中
心
市
街
地
活

性
化
の
た
め
の
大
規
模
小
売
店
の
移
転
や
三

春
な
か
ま
ち
蔵
の
改
築
に
よ
る
商
業
核
の
整

備
、
滝
桜
を
中
心
と
し
た
通
年
型
観
光
の
た

め
の
お
城
山
や
も
み
じ
山
の
整
備
に
も
取
組

み
、
さ
ら
に
は
、
中
学
校
再
編
に
よ
る
新
た

な
三
春
中
学
校
の
開
校
や
三
春
小
学
校
の
大

規
模
な
改
修
と
耐
震
補
強
、
第
１
保
育
所
の

民
営
化
、
第
３
子
以
降
の
保
育
所
・
幼
稚
園

の
無
料
化
な
ど
、
教
育
環
境
の
整
備
や
少
子

化
対
策
の
取
組
み
も
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
旧
桜
中
学
校
の
利
活
用
を
図

る
た
め
の
企
業
誘
致
や
岩
江
地
区
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
県
が
進

め
る
桜
川
河
川
改
修
事
業
の
支
援
な
ど
も

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

四
期
目
に
あ
た
っ
て
は
、
今
ま
で
ど
お

り
、
町
民
の
目
線
に
立
っ
た
町
政
運
営
を
心

が
け
、
次
の
点
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
原
発
事
故
に
伴
う
除
染
に
つ
い
て

で
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
も
と
、
町
内
５
箇
所
に
仮
置
き
場
を
設
置

し
住
宅
地
や
道
路
の
除
染
を
進
め
て
き
て
お

り
、
平
成
28
年
度
中
に
町
内
全
域
の
除
染
を

終
了
さ
せ
、
一
日
も
早
く
安
全
安
心
の
「
ふ

る
里
」
三
春
町
を
取
り
戻
し
ま
す
。

　

次
に
、
老
朽
化
が
著
し
い
役
場
庁
舎
を
始

め
と
す
る
公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
町

民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
施
設

の
機
能
性
や
利
便
性
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、

後
世
に
引
き
継
が
れ
る
施
設
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
時
代
に
対
応
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
医
療
や
福
祉
体
制
の

充
実
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
ほ
か
、
町
政
の

積
極
的
な
情
報
提
供
に
努
め
、
協
働
と
町
民

参
画
に
よ
る
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、通
年
型
観
光
の
推
進
に
つ
い
て
、

福
島
県
が
整
備
を
進
め
て
い
る
環
境
創
造
セ

ン
タ
ー
や
旧
桜
中
学
校
に
誘
致
し
た
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
会
社
な
ど
と
連
携
し
、
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
施
策
に
取
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
昨
年
策
定
し
た
第
７
次
三
春

町
長
期
計
画
に
掲
げ
る
「
誰
も
が
安
全
安
心

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
住
み
よ
い
美

し
い
環
境
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
豊

か
な
心
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」、「
誰

も
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」、

「
産
業
が
育
ち
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
」、「
協
働
と
町
民
参
画
に
よ
る
自

立
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
６
つ
の
基
本
目
標

の
達
成
に
向
け
、
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
を
進
め
「
よ
り
良
い
三

春
町
」
と
な
る
よ
う
、
議
決
機
関
で
あ
る
三

春
町
議
会
と
議
論
し
あ
い
な
が
ら
、
四
年
間

の
町
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



　　
当
選
さ
れ
た
議
員
の
方
々
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

① 

住
所
地

② 

年
齢

③ 

当
選
回
数

④ 

所
属
政
党
等

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
掲
載
順
は
届
け
出
順
で
す
。

（
敬
称
略
）

本
ほ ん だ

田　忠
ただよし

良
① 

一
本
松

② 

66
歳

③ 

２
回

④ 

無
所
属

佐
さ と う

藤　一
か ず や

八
① 

芹
ヶ
沢

② 

68
歳

③ 

４
回

④ 

無
所
属

山
やまざき

崎ふじ子
こ

① 

貝
山

② 

55
歳
 

③ 

初
④ 
日
本
共
産
党

隂
かげやま

山　丈
た け お

夫
① 

下
舞
木

② 

70
歳

③ 

４
回

④ 

無
所
属

影
かげやま

山　初
はつきち

吉
① 

上
舞
木

② 

67
歳

③ 

３
回

④ 

無
所
属

佐
さ と う

藤　弘
ひろし

① 

北
町

② 

69
歳

③ 

６
回

④ 

社
会
民
主
党

渡
わたなべ

辺　正
まさひさ

久
① 

平
沢

② 

65
歳

③ 

２
回

④ 

無
所
属

佐
さ く ま

久間正
まさとし

俊
① 

熊
耳

② 

65
歳

③ 

３
回

④ 

無
所
属

日
く さ か べ

下部三
み え

枝
① 

清
水

② 

68
歳
 

③ 

４
回

④ 

無
所
属

新
に っ た

田　信
し ん じ

二
① 

山
田

② 

62
歳

③ 

初
④ 

無
所
属

小
こばやし

林　鶴
つ る お

夫
① 

下
舞
木

② 

75
歳

③ 

３
回

④ 

無
所
属

影
かげやま

山　常
つねみつ

光
① 

斎
藤

② 

63
歳

③ 

初
④ 

無
所
属

鈴
す ず き

木　利
としかつ

一
① 

八
島
台

② 

61
歳

③ 

２
回

④ 

無
所
属

三
さ ん ぺ

瓶　文
ふみひろ

博
① 

中
町

② 

58
歳

③ 

２
回

④ 

無
所
属

松
まつむら

村　妙
た え こ

子
① 

深
田
和

② 

55
歳

③ 

初
④ 

公
明
党

橋
はしもと

本　善
よしつぐ

次
① 

狐
田

② 

65
歳

③ 

２
回

④ 

無
所
属

三春町議会議員 16 名のよこがお
●●●現職 12名、新人４名当選●●●
　任期満了に伴う三春町議会議員一般選挙は、９月８日に告示され、17 名が立候補の届出をし、13 日に投票が行
われ、即日開票の結果、16 名の方（現職 12 名、新人 4 名）が選ばれました。
　当選者 16 名のよこがおは、次のとおりです。

 問い合わせ先　三春町選挙管理委員会事務局（総務課 庶務グループ内）　☎ 62-2111
4



個人番号カードを申請してください。
　通知カードは、マイナンバー（個人番号）を証明するものに
とどまり、身分証明書として使用することはできません。
個人番号カードを取得すると、1 枚でマイナンバーの確認と本
人確認が同時にでき、大変便利です。ぜひご申請ください。

住所・氏名・生年月日が記載
され、写真が表示され、身分
証明書として利用できます。

おもて
【個人番号カード】

うら

マイナンバーが記載され、マイ
ナンバーを証明することがで
きます。

  個人番号カードについて
・有効期限　10 回目の誕生日まで
　（20 歳未満は 5 回目の誕生日まで）
・交付手数料　初回無料
・追記　記載されている氏名や住所などに変更

がある場合は、裏面に追記を行います。
・メリット
※ 住民票などをコンビニで取得できます。
　（三春町では、平成 28 年 4 月からサービス

開始予定です。）
※ 本人確認のための身分証明書に使用できます。

　他にもさまざまなサービスが検討されています。

通知カード　おもて面

問い合わせ先　全国共通ナビダイヤル　☎ 0570-20-0178　　　　　　　　　
　　　　　　総務課　企画情報グループ（マイナンバー制度）　☎ 62-8125

　　　　　　　　　　　住民課　住民グループ（通知・個人番号カード、住所異動）　☎ 62-8126

マイナンバー制度についてのお知らせ　vol.6

　１０月１４日から順次マイナンバーの通知（通知カード）と個人番号カード交付申請書（兼 電子証明書
発行申請書）が簡易書留で住所地に届きます。※ 三春町は 11 月中に届く予定です。

　氏名、住所、生年月日、性別、マイナンバー（個人番号）
が記載された紙製のカードです。切り離して使用します。
　また、マイナンバーを証明する書類として利用します。
記載されている氏名や住所等に変更がある場合は、裏面に
追記を行います。※通知カードは大切に保管し、紛失しな
いようにお願いします。

通
知
カ
ー
ド
と
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
が

一
体
型
に
な
っ
た
状
態
で
届
き
ま
す
。

通知カード

個人番号カード交付申請書 兼
電子証明書発行申請書

１０月１４日以降に
マイナンバー通知カードが届きます。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

5

　「個人番号カード」と「電子証明書」の申請が一枚で行わ
れます。

  申請・交付方法
方法 1　申請用紙に記入し、証明写真を添付し同封されて
いる封筒で送付し、交付のとき役場窓口に来庁しカードを
受け取ります。

（スマートフォンや自宅のパソコンからも申請できます。）
方法 2　役場の窓口または地区の公民館等の出張窓口で、
写真撮影を含む申請書を町が取りまとめ、自宅に簡易書留
でカードが送付され受け取ります。
※ 個人番号カードの交付には、厳密な本人確認と暗証番号

設定が必要となります。また、申請・交付方法については、
検討中です。詳細が決まり次第お知らせします。
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自主財源… 町の財源のうち、国に依存しない
　　　　　 で、独自に調達できる財源
依存財源 … 町が国や県等に依存する形で調達する財源
※ 今後、健全な財政状態を維持するためには自主
　財源の確保が大切です。

● 歳入の特徴としては
① 町税 … 個人町民税6億5,332万円、法人町民税1億3,777万円、固定資産税7億3,988万円などで、前年度より2,353万円の増となりました。
② 地方交付税（全国の地方自治体が、平等に事務ができるように国から交付されるもの）… 普通交付税 23 億 9,054 万円、
　特別交付税 3 億 5,881 万円、震災復興特別交付税 2 億 467 万円で、地方交付税全体として前年度より 4,805 万円の増となりました。
③ 国県支出金（国、県から町の特定の経費に対して交付されるもの）… 児童・子どものための手当負担金 2 億 2,138 万円、障
　害者支援のための自立支援給付費負担金 2 億 1,280 万円、消費税率引き上げによる給付金及び子育て世帯臨時特例給付金補助金 6,220
　万円、道路整備や市街地整備のための社会資本整備総合交付金 1 億 370 万円、三春小学校改修に係る学校施設環境改善交付金 6,531
　万円、大雪対策に係る農業災害特別対策事業補助金 6,312 万円などが主なものであり、前年度より 1 億 1,900 万円の増となりました。
④ 町債（町が資金調達するための借入金）… 　道路整備債、中心市街地再生整備事業債、橋梁維持債 2 億 140 万円、消防施
　設整備債 5,860 万円、学校改修債 1 億 8,070 万円などで、前年度より 9,200 万円の増となりました。

■ 平成 26 年度一般会計決算額

自主財源
（35.2％）

町税
16億8,340万円
（21.5％）

分担金・使用料など
1億6,714万円
（2.1％）

繰入金
3億6,281万円
（4.6％）

諸収入など
5億4,455万円
（7％）

地方交付税
29億5,402万円
（37.8％）

依存財源
（64.8％）

国庫支出金
13億4,356万円
（17.2％）

町債
4億4,300万円
（5.7％）

歳入
78億1,899万円
前年度比

3億1,747万円増

地方譲与税など
3億2,051万円
（4.1％）

★ 歳入　78 億 1,899 万円（前年比 3 億 1,747 万円増）
● 歳入の内訳 ● 歳入の推移

★ 歳出　72 億 9,851 万円（前年比 2 億 3,609 万円増）
● 歳出の内訳 ● 歳出の推移

78億1,899万円

75億　152万円

3億1,747万円

72億9,851万円

70億6,242万円

　   2億3,609万円

5億2,048万円

4億3,910万円

8,138万円

2億円　

▲2億円※

3億5,228万円

1億5,484万円

1億9,744万円

平成26年度

平成25年度

比　較

歳　入 歳　出 差　額 うち財政調整
基金へ積立 うち翌年度へ繰越

1億6,820万円

8,426万円

8,394万円

うち翌年度へ繰
り越すべき財源

※剰余金処分に伴う財政調整基金積立金は歳出予算に計上し、2億円の積立を行います。

年度

繰入金
4億3,900万円

分担金・使用料など
1億6,714万円諸収入など

4億3,924万円

地方交付税
29億597万円

町税
16億8,340万円

諸収入など
5億4,455万円

分担金・使用料など
1億7,913万円

繰入金
3億6,281万円

地方交付税
29億5,402万円

国県支出金
13億4,356万円

地方譲与税等 3億2,051万円

町債 4億4,300万円

町税
16億5,987万円

国県支出金
12億2,456万円

地方譲与税等 3億275万円

町債 3億5,100万円

H26H25

歳出
72億9,851万円
前年度比

2億3,609万円増

民生費
16億7,500万円
（22.9％）

教育費
13億4,374万円
（18.4％）

総務費
9億8,642万円
（13.5％）

公債費
8億693万円
（11.1％）

衛生費
7億186万円
（9.6％）

土木費
6億9,070万円
（9.5％）

農林水産業費
3億8,115万円
（5.2％）

消防費
3億4,210万円
（4.7％）

商工費等
2億1,531万円
（2.9％）

災害復旧費
4,860万円
（0.7％）

議会費
1億670万円
（1.5％）

普通建設事業
10億3,587万円

物件費
9億8,526万円

人件費
11億4,430万円

補助費
10億3,333万円

公債費
8億9,999万円

扶助費
7億3,222万円

その他
12億3,145万円

H25 H26

普通建設事業
11億3,507万円

補助費
10億87万円

人件費
12億3,014万円

物件費
10億6,863万円

公債費
8億693万円

扶助費
8億1,099万円

その他
12億4,588万円
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■ 平成 26 年度に取り組んだ主な事業内容（一般会計）

 学校教育の充実とスポーツ・文化活動の推進に関する取組み
・学力検査テストの更新を行い、結果分析に基づいた授業改善を
進めました。また、キャリア教育への取組として、中学２年生の
職場体験を実施しました。
・各小中学校が、地域性・独自性を活かした取組を支援する交付
金制度を有効に活用しました。
・文科省委託の「インクルーシブ教育システム構築事業」により、教員の
指導力向上と児童生徒の特性に応じた支援の充実を図りました。また、特
別支援教育相談員の配置等により、個に応じた支援の充実を図りました。
・三春交流館「まほら」と三春交流館運営協会による自主事業を開催しました。
・NPO 法人三春町国際交流協会と連携して、姉妹都市であるライスレ
イク市に中学生、交流員を派遣し、サマーキャンプを実施しました。
・さくら湖マラソン大会、みずウオーク、町民ソフトボール・家
庭バレーボール大会等の開催、ふくしま駅伝、市町村対抗野球大会・
ソフトボール大会等に参加し、スポーツ振興に取り組みました。
◆ 特色ある学校づくり支援事・・・・・・・・・239 万円
◆ インクルーシブ教育システム構築事業・・・・254 万円
◆ 三春交流館運営協会交付金・・・・・・・・・・610 万円
◆ サマーキャンプ参加支援報償・負担金等・・・・・・・ 80 万円
◆ さくら湖マラソン大会・みずウォーク開催補助金・・ 290 万円他

 人口減少・少子化対策に関する取組み
・「三春町定住促進計画」に基づく各種施策を展開し、町外から
町内の賃貸住宅へ転入した世帯に家賃を助成しました。
・消費税率の引上げに伴い、子育て世帯への影響を緩和すると
ともに、消費の下支えを図るため、対象児童 1 人につき 1 万円
の臨時特例給付金を支給しました。
・すくすく赤ちゃん応援事業として、出生時と 1 歳の誕生日に、紙
おむつや粉ミルク等を購入できる 3 万円の助成券を支給しました。
・多子世帯への支援策として、18 歳未満の子ども 3 名以上を養育
している世帯への第 3 子以降の在宅養育に対する手当支給、町立保
育所、幼稚園の無料化等に加え、新たに 18 歳未満の子ども 2 名以
上を養育している低所得者世帯の第 2 子までに拡充しました。
◆ 賃貸住宅家賃助成金、賃貸住宅建設促進事業奨励金	 169 万円
◆ 子育て世帯臨時特例給付金給付事業・・・・	 1,976 万円
◆ 児童手当支給事業・・・・・・・・・・	 2 億 6,061 万円
◆ すくすく赤ちゃん応援事業・・・・・・・・・	 632 万円
◆ 子育て支援医療費助成事業・・・・・・・・	 5,255 万円
◆ 子育て支援助成金支給事業（多子世帯支援策）・・	 611 万円
◆ 放課後子どもプラン推進事業・・・・・・・	 643 万円他

 安全で安心して暮らせる生活環境の創造に関する取組み
・町道太田線ほか 7 路線の改良、舗装補修事業を実施しました。
・三春北大橋橋梁の長寿命化事業に着手し、26 年度は測
量 ･ 実 施 設 計 を 行 い ま し た。　　　　　　　　　　　　
・県が進める桜川河川改修工事に伴う用地交渉に協力しました。また、県道
飯野三春石川線等の県主体の道路改良事業の支援を行いました。・防犯灯の
設置・修繕や交通安全施設工事等を行い、道路危険箇所の解消を図りました。
・ 岩 江 地 区 に 防 災 コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー、 蛇 石 地 内 に 地
上 式 無 蓋 防 火 水 槽 を 整 備、 御 木 沢 分 団 に 消 防 ポ ン プ 車 を
配 備 し、 防 災 お よ び 消 防 施 設・ 設 備 の 充 実 を 図 り ま し た。
・土砂災害危険箇所及び防災に関する情報提供を行うため、「三
春町土砂災害ハザードマップ」を作成し、全戸に配布しました。
◆ 太田線道路改良工事・・・・・・・・・・・4,259 万円
◆ 下舞木岩本線外道路改良事業・・・・・・・・・1,827 万円
◆ 谷戸四合田線道路改良事業・・・・・・・・・974 万円
◆ 五本木垢潜薬師道線道路改良工事・・・・・・785 万円
◆ 永作地内道路改良事業・・・・・・・・・・1,675 万円
◆ 庄司仲之内線道路改良事業・・・・・・・・・490 万円
◆ 四反田富沢線舗装補修事業・・・・・・・・1,231 万円
◆ 下舞木山田線舗装補修事業・・・・・・・・1,229 万円
◆ 岩江地区防災コミュニティセンター建設工事費5,643万円
◆ 消防ポンプ車購入費・・・・・・・・・・・・1,598 万円
◆ 土砂災害ハザードマップ作成業務委託料・・・・227 万円

 町有施設の整備・修繕等に関する取組み
・新役場庁舎の建設については、平成 25 年 8 月時点では総
事業費約 12 億円でありましたが、その後の概算事業費の大
幅な伸びなどにより、予算額に大幅な不足が生じることから、
当面の間、建設を見合わせることとしました。
・平成 25 年度から着工した三春小学校の校舎及び体育館の
耐震補強大規模改造工事が完了しました。
・岩江小学校、中郷小学校、岩江中学校、旧桜中学校等の屋
上防水工事を実施しました。
・三春中学校冷暖房設備移設工事を実施し、学校の教育環境を整備しました。
◆ 三春小学校改修工事費、工事監理委託費、引越業務等	2 億 4,629 万円
◆ 岩江小学校屋上防水および体育館屋根改修工事	4,215 万円
◆ 中郷小学校屋上防水および体育館屋根改修工事	2,719 万円
◆ 岩江中学校屋上防水改修工事・・・・・・・・	 847 万円
◆ 旧桜中学校屋上防水改修工事・・・・・・・	 2,120 万円
◆ 三春中学校冷暖房設備移設工事・・・・・	 6,575 万円他

 町民の健康増進と福祉施策の充実に関する取組み
・集団健診の早朝および土日開催や個別（施設）健診を継続し、
受診率の向上に努めました。
・各種団体等に対して保健師を派遣する「きらめき健康出前講座」
の周知を図り、健康学習機会の提供に努めました。
・高齢者の介護予防普及啓発を目的に、各地区老人クラブや高齢
者学級等の団体に対し、介護予防出前講座を行いました。
・障がい者の福祉サービスのため、平成 27 年度から 29 年度ま
での成果目標及び障がい福祉サービスの必要量等に関する第 4
期三春町障がい福祉計画を策定しました。
・障がい者総合支援法に基づく支援事業として、聴覚障がい者等
とのコミュニケーションの仲介を担う手話奉仕員養成研修事業を
実施しました。
◆ 成人健康診査事業・・・・・・・・・・・・2,673 万円
◆ 障がい者給付費・・・・・・・・・・・3 億 2,566 万円
◆ インフルエンザワクチン等予防接種費・・・・・・4,264 万円
◆ 手話奉仕員養成研修事業・・・・・・・・・・・・19 万円他

 街なか整備と地域活性化の推進に関する取組み
・街なか整備として中町の蔵 3 棟を整備し、三春まちづく
り公社と連携し、観光や商業の拠点として有効活用を図り
ました。また、町道北町荒町線改良工事、百杯宴広場整備
工事、大町、中町、山中トイレ建設工事等を行いました。
・ ふ く し ま 産 業 復 興 投 資 促 進 特 区 制 度 等、 復 興 関
連 制 度 を 活 用 し、 企 業 活 動 の 支 援 を 行 い ま し た。
・ 滝 桜 観 桜 時 期 の 滝 桜 へ の 臨 時 バ ス・ 無 料 シ ャ ト ル
バスの運行、観光ボランテｲアや三春さくらの会によ
る 観 光 案 内 等、 観 光 客 へ の サ ー ビ ス を 行 い ま し た。
・通年型観光創造のため、春まつり、盆踊り、だるま市等の各種イベ
ントの開催・支援や 27 年春に行われる「ふくしまデスティネーショ
ンキャンペーン」を見据え、観光資源の掘り起こしを行いました。
・中山間地域直接支払制度の推進や企業の農業参入を支援しました。
◆ 中心市街地蔵再生整備工事費（前年度繰越事業）2,301 万円
◆ 滝桜臨時駐車場管理業務委託・・・・・・・4,830 万円
◆ 春まつり等各種イベント実施運営補助　1,228 万円
◆ 町道北町荒町線道路改良工事、法面崩落対策工事（前年度繰越事業含む）1 億 2,838 万円
◆ 百杯宴広場整備工事費・・・・・・・・・1,484 万円
◆ 大町・中町・山中トイレ建設工事・・・ 2,561 万円
◆ 中山間地域等直接支払推進事業・・・・・7,290 万円他

● 歳入 ● 歳出

■ 町民一人あたりに換算した経費（平成 27 年 3 月 31 日現在の現住人口 17,098 人で計算）

主な歳入

地方交付税　172,770 円
国・県支出金  78,580 円
町税　　　　  98,456 円
町債　　 　　 25,909 円

主な歳出
教育関係　　78,590 円
民生関係　　97,965 円
総務関係　　57,691 円
町債返済　　47,194 円
衛生関係　　41,049 円

ひとりあたり
457,304 円

ひとりあたり
426,863 円
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● 一般会計の借入金残高
■ 町の借入金はどれくらいあるのでしょうか（一般会計）

　定期償還の確実な実行と
新たな借入金の抑制などによ
り、借入金の残高を減らして
います。

※ 町債の残高には一般会計のほ
　 か、企業会計分もあります。

70

90

110

130
122億2,580万円

114億7,308万円

108億3,577万円

102億6,262万円
96億1,932万円

89億9,993万円

85億2,241万円

85億7,096万円

億

年度H25

81億3,806万円

H26H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

78億7,513万円

■ その他の会計について（特別会計と企業会計）　一般会計のほか、下記の会計があります。

　特別会計は、特定の事業における歳入歳出を明確にするため、一般会計と区分して会計処理を行います。企業
会計は、公営企業としての事業（水道・下水道等・宅造・病院など）にかかる会計です。

会計別

国民健康保険

後期高齢

介護保険

町営バス事業

放射性物質対策

合計

歳入金額

22億3,850万円

1億6,772万円

15億5,305万円

5,629万円

46億838万円

86億2,394万円

歳出金額

20億261万円

1億6,769万円

14億9,836万円

5,629万円

46億838万円

83億3,333万円

差引額

2億3,589万円

3万円

5,469万円

0万円

0万円

2億9,061万円

会計別 歳入金額

3億9,928万円

5,358万円

3億7,843万円

1億402万円

1,575万円

0万円

340万円

9億5,446万円

歳出金額

3億7,650万円

1億9,983万円

4億1,873万円

2億2,379万円

2,812万円

5,429万円

8,734万円

13億8,860万円

  借入金残額

収益的
資本的
収益的
資本的

資本的

水道事業

下水道事業等

収益的
宅地造成事業

病院事業　　  収益的
合計

14億7,439万円

25億3,549万円

0円

40億988万円

0円

■ 平成 26 年度　特別会計決算額 ■ 平成 26 年度　企業会計決算額

■ 東日本大震災復旧・復興に関する経費について

 原子力発電所事故による除染等対策に関する取組み
◆仮置場設置事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 億 9,890 万円
◆住宅地・農地等除染事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・35 億 8,080 万円
◆食品等放射能検査、環境放射線量測定等、放射性物質測定費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,225 万円
◆ホールボディカウンタ・甲状腺検査送迎バス運行業務委託　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・320 万円
◆堆肥等汚染廃棄物処理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,977 万円他

★ 歳入総額（復旧・復興分）50 億 6,656 万円

★ 歳出総額（復旧・復興分）48 億 8,321 万円

（一般会計分＋企業会計分）÷ 町民人口
＝（78 億 7,513 万円＋ 40 億 988 万円）÷17,098 人＝ 695,111 円

町民一人あたりに換算した借入残高　　　695,111 円
（平成 27 年 3 月 31 日現在の現住人口 17,098 人で計算）

県支出金
46億2,061万円

繰入金
9,415万円
繰入金
9,415万円

繰越金
3,630万円

その他
399万円寄附金

313万円

震災復興特別交付税等
2億6,470万円

国庫支出金
4,368万円
国庫支出金
4,368万円

物件費
38億6,627万円

普通建設事業
9億450万円

人件費
4,896万円

扶助費等
545万円補助費等

5,804万円
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■ 町の財産はどれくらいあるのでしょうか（一般会計）

※１ 積立基金のうち財政調整基金・減債基金以外は目的基金
　といわれ、特定の事業のために積み立てているものです。
※２ 財政調整基金とは、財源の不足や緊急の事業に備えて積み
　立てておくもので、いわば町の貯金です。
※３ 減債基金は、借入金の返済のために積み立てておくものです。

内訳

土地（施設用地、山林など）

建物（庁舎、各施設など）

物権（地上権）

有価証券（株券）

出資による権利

自動車・消防車両など

積立基金

運用基金（現金など）

運用基金（貸付金）

現在高

222万2,733㎡

12万1,951㎡

12万9,755㎡

6,514万円

31億888万円

116台

31億4,504万円

5,000万円

　0円

区分

公有財産

物件

基金

財政調整基金（※２）（現金） ………  ７億 8,612 万円
減債基金（※３） ……………………………  794 万円
水道経営安定基金 ……………………10 億 6,697 万円
福祉基金 ……………………………………  5,531 万円
水と緑とさくら基金 ………………………  5,520 万円
観光振興基金 ………………………………… 727 万円
教育施設整備事業基金 ………………  1 億 3,459 万円
三春病院事業基金…………………… 3 億 3,008 万円
公有施設整備基金……………………5 億 9,834 万円
東日本大震災復興基金……………………7,836 万円
その他の基金 ………………………………  2,486 万円

積立基金（※１）の内訳

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、平成 26 年度決算に基づく「健全化判断比率」お
よび「資金不足比率」を公表します。

健全化判断比率等の公表について

　平成 26 年度決算に基づく三春町の健全化判断比率及び資金不足比率は、算定の結果、基準値を下回っています。
また、「健全化判断比率」を構成する指標のひとつである「実質公債費比率」は平成 22 年度に 18％を下回り、平
成 26 年度においても引き下げることができました。
　引き続き、より徹底した経費の節減や行財政改革を進め、財政の健全化に取り組んでいきます。

指　標 三春町
早期健全化

基準
財政再
生基準

①実質赤字比率 —（—） 15.0％ 20.0％

②連結実質赤字比率 —（—） 20.0％ 30.0％
③実質公債費比率 9.2％（10.8％） 25.0％ 35.0％
④将来負担比率 33.3％（46.8％） 350.0％

※ 実質赤字、連結実質赤字とならなかったため「ー（該当なし）」で表示
　しています。（　）書きは 25 年度数値です。

公営企業 三春町
経営健全
化基準

水道事業会計 —（—） 20.0％

下水道事業等会計 —（—） 20.0％

病院事業会計 —（—） 20.0％

宅地造成事業会計 —（—） 20.0％

※ 資金不足とならなかった会計は「ー（該当なし）」
　で表示しています。（　）書きは 25 年度数値です。

▼ 健全化判断比率 ▼ 資金不足比率

★ 三春町の比率

問い合わせ先　財務課　財務・改革グループ　☎ 62-2132
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■ 主な町税などの徴収率（納期内に納めましょう）
　町民税や固定資産税などの町税は、町が
行政サービスを提供するための極めて重要
な財源であり、国民健康保険税は、国民健
康保険制度の運営に使用されます。このた
め、滞納額が増えると、行政サービスの低
下や国民健康保険制度の運営ができなくな
る恐れがあります。
　また、「滞納」とは、納期限までに納付さ
れていない状態をいいます。納期限までに
納付がない場合は、督促状や催告書を送付
し、納付を促しています。税金を滞納した
ままにしておくと、財産の差押えなど滞納
処分を行い、強制的に税金を徴収すること
になります。督促状や催告書の経費も、皆
さんが納めた税金から支払われます。
　納期限内の納付をお願いします。

収入済額
7億8,483万円

625万円
7億3,510万円

478万円
4億5,203万円
2,444万円
4,043万円
23万円

6,475万円
140万円

収入未済額
370万円
763万円
234万円
553万円
2,004万円
5,333万円
47万円
199万円
41万円
618万円

H26徴収率
99.51%
40.51%
99.67%
41.11%
95.76%
28.44%

　　 98.85%
10.29%
99.37%
18.5%

H25徴収率
99.33%
41.77%
99.61%
40.33%
94.68%
28.09%
99.72%
14.45%
98.47%
21.49%

現年度分
滞納繰越分
現年度分
滞納繰越分
現年度分
滞納繰越分
現年度分
過年度分
現年度分
滞納繰越分

町民税

固定資産税

国民健康保険税

保育料・幼稚園使用料

町営住宅使用料

税目／現年・滞納繰越別



　

町
内
学
校
の
合
奏
や
合
唱
、
プ
ロ
や
ア
マ
チ
ュ

ア
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

湯
ど
う
ふ
食
べ
く
ら
べ
大
会
、
ダ
ン
ス
な
ど
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　

11
月
１
日
（
日
）
の
午
前
９
時
30
分
か

ら
は
、
三
春
小
学
校
５
、６
年
生
に
よ
る
鼓

笛
隊
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

飲
食
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、
新
鮮
な
農
産
物
や

特
産
品
の
販
売
、
町
内
の
企
業
・
団
体
の
製

品
・
商
品
・
作
品
の
展
示
や
販
売
ブ
ー
ス
が

出
店
（
展
）
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
姉
妹
都
市

の
一
関
市
、
気
仙
沼
市
の
観
光
・
物
産
ブ
ー

ス
も
出
店
（
展
）
さ
れ
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
や
似

顔
絵
コ
ー
ナ
ー
な
ど
楽
し
い
ブ
ー
ス
が
た
く
さ

ん
出
店
（
展
）
さ
れ
ま
す
。（
約
60
ブ
ー
ス
）

　

会
場
内
に
か
く
さ
れ
て
い
る
、
三
春
町
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
ま
り
ん
」

を
探
し
て
、
記
念
品
を
も
ら
お
う
。

　

会
場
内
の
店
舗
で
お
買
い
上
げ
５
０
０
円

ご
と
に
１
枚
抽
選
補
助
券
を
進
呈
し
ま
す
。

３
枚
集
め
る
と
１
回
抽
選
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
、
チ
ラ
シ
の
表
面
右

下
の
抽
選
券
を
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
１
回
抽
選
で
き
ま
す
。

　

水
引
細
工
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
、
親
子
で

匠
の
技
を
学
ぶ
木
工
教
室
が
体
験
で
き
ま
す
。

　
　
　

三
春
町
内
で
採
れ
た
自
慢
の
一
品
の

農
産
物
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

▼ 

出
品
者
の
農
産
物
即
売
会
を
行
い
ま
す
。

▽ 

開
催
日
時

　

11
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

※ 

出
品
の
募
集
を
10
月
22
日（
木
）ま
で
行
っ

て
い
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

 　
　
　
　
　

☎
62-

３
９
６
０

　
　
　

今
年
も
熱
い
戦
い
が
や
っ
て
き
ま
す
。

▽ 

開
催
日
時

　

10
月
31
日
（
土
）
午
前
11
時
35
分
～

▽ 

参
加
料　

無
料
（
事
前
受
付
・
先
着
20
名
、

豪
華
景
品
多
数
あ
り
）

▽ 

申
込
期
限　

10
月
23
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問　
三
春
町
商
工
会

　

 　
　
　
　
　

☎
62-

３
５
２
３

　
　
　

お
城
山
と
城
下
町
史
跡
巡
り
を
し
ま
す
。

▽ 

開
催
日
時

　

10
月
31
日
（
土
）
午
前
10
時
～

▽ 

参
加
料　

事
前
申
込　

大
人
５
０
０
円
、

　

中
学
生
以
下
３
０
０
円 

／ 

当
日
申
込

　

大
人
７
０
０
円
、
中
学
生
以
下
５
０
０
円

▽ 

申
込
方
法
な
ど

　

同
時
配
布
の
「
三
春
ウ
オ
ー
ク
」
ち
ら
し

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

見
つ
け
て
ね
！

を
探
し
て
、
記
念
品
を
も
ら
お
う
。

見
つ
け
て
ね
！

見
つ
け
て
ね
！

ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

抽
選
会
︵
談
話
室
︶

農
産
物
品
評
会
︵
談
話
室
︶

湯
ど
う
ふ
食
べ
く
ら
べ
大
会

三
春
ウ
オ
ー
ク

販
売
・
展
示
コ
ー
ナ
ー

︵
運
動
公
園
駐
車
場
︑談
話
室
︶

体
験
コ
ー
ナ
ー︵
談
話
室
︶

こ
ま
り
ん
を
探
せ
！

イベント
名

水引細工ストラップ
づくり 親子木工教室

10／31（土）・11／1(日)
午前10時～午後３時30分

11／1(日)
午前１０時～午後３時

伝統工芸水引細工を利用
したオリジナルストラップ
づくり

200 円

建築大工業組合の指導に
よる巣箱等の木工細工
づくり

無 料

日時

内容

参加料
全
日

全
日

全
日

全
日

全
日

参加者
大募集！

出品者
大募集！

参加者
大募集！

10
31
11
  1

土

日

　

三
春
町
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
葛
尾
村
と
富
岡
町
と
の
共
催
事
業
と
し
て
、
第
12
回
三
春
秋

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
ほ
か
、展
示
や
販
売
、旬
の
食
材
を
使
っ
た
ブ
ー
ス
が
並
び
、誰
も
が
「
来
て
・

見
て
・
参
加
し
て
」
楽
し
い
お
ま
つ
り
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
同
時
配
布
の
「
第
12
回
三
春
秋
ま
つ
り
」
ち
ら
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
12
回

三
春
秋
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

時
間 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所 

三
春
町
運
動
公
園
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三
春
大
神
宮
祭
礼
に
伴
う

　

  

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　

三
春
大
神
宮
祭
礼
が
、
10
月
10
日
（
土
）

と
11
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

10
日
は
、
午
前
10
時
か
ら
祭
典
が
開
催
さ

れ
、
午
後
２
時
か
ら
剣
道
協
会
に
よ
る
少
年

剣
道
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
午
後
３
時

か
ら
狐
の
種
ま
き
（
楽
人
に
よ
る
お
菓
子
配

布
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

11
日
の
本
祭
の
還
御
に
は
、
新
町
の
長
獅

子
、
子
ど
も
神
輿
や
若
連
神
輿
、
山
車
な
ど

が
、
新
町
屯
所
前
か
ら
三
春
大
神
宮
ま
で
を

練
り
歩
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
11
日
（
日
）
は
交
通
規
制

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
露
店
の
出
店
場
所
で
あ
る
八

幡
町
裏
通
り
線
（
大
神
宮
橋
～
八
幡
橋
）
で

は
、２
日
間
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

交
通
規
制
日
時　

　
10
月
11
日
（
日
）
午
後
５
時
30
分
～
10
時

▼ 

交
通
規
制
区
間　

▽ 

県
道
飯
野
三
春
石
川
線

　

桜
ヶ
丘
交
差
点
～
大
町
四
ツ
角

▽ 

国
道
２
８
８
号

　

大
町
三
ツ
角
～
八
幡
町
お
ど
り
場
、
町
道

八
幡
町
貝
山
線
、
町
道
御
免
町
縦
線
、
町
道

大
神
宮
線
、
町
道
八
幡
町
裏
通
り
線

▼ 

規
制
内
容　
車
両
通
行
止
め

▼ 

問　
三
春
町
明
る
い
祭
礼
推
進
委
員
会

　
　
　

 （
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
内
）

　
　
　

 

☎
62-

３
９
６
０

こ
の
マ
ー
ク
が
あ
る
と
こ
ろ
は

10
月
31
日
、
11
月
1
日
の
両
日
・

終
日
行
わ
れ
ま
す
。

全
日

交
通
規
制

駐
車
場

　

町
営
運
動
場
線
三
春
町
運
動
公
園
駐
車
場

入
口
か
ら
三
春
町
運
動
公
園
町
営
グ
ラ
ウ
ン

ド
入
口
ま
で
の
区
間
が
、
10
月
31
日
（
土
）、

11
月
１
日
（
日
）
と
も
午
前
９
時
か
ら
10
時

30
分
ま
で
交
通
規
制
さ
れ
ま
す
。

　

駐
車
場
は
、
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

10
月
31
日
（
土
）
は
通
常
運
行
バ
ス
代
分

の
秋
ま
つ
り
売
店
利
用
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

　

11
月
１
日
（
日
）
は
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

駐
車
場
ま
で
町
営
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
バ

ス
は
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
昼
間
コ
ー
ス
、
町
中
循
環
コ
ー
ス

お
よ
び
岩
江
コ
ー
ス
の
運
行
と
な
り
、
朝
晩

コ
ー
ス
は
運
行
し
ま
せ
ん
。

※ 

昼
間
コ
ー
ス
も
、
午
後
５
時
以
降
の
便
は

　

運
行
し
ま
せ
ん
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

　
　
　

 

バ
ス
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

２
０
２
７

町
営
バ
ス
運
行

会場周辺地図

国道２８８号バイパス 至 船引至 郡山

野球場

こちらの駐車場は、
おからだが不自由な方
のみ利用できます。

三春中学校

メイン会場

至 

さ
く
ら
湖

談
話
室

至 

滝
桜

● 馬場の湯

通行規制区

P

P
◆ 問い合わせ先 
　三春秋まつり実行委員会事務局
　（産業課商工観光グループ）
　☎ 62-3960

11



　

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の
い
ず
れ
か
の

事
情
に
よ
り
子
ど
も
の
保
育
を
必
要
と
す
る
場
合

① 

家
庭
外
や
家
庭
内
（
家
事
以
外
の
仕
事
）

　

で
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

② 

出
産
前
か
出
産
後
間
が
な
い
こ
と

③ 

病
気
、
負
傷
、
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
場
合

④ 

同
居
の
親
族
（
長
期
間
入
院
等
を
し
て
い
る

　

場
合
も
含
む
）
を
常
時
介
護
ま
た
は
看
護

　

し
て
い
る
場
合

⑤ 

震
災
、
風
水
害
、
火
災
等
の
復
旧
に
当
た
っ

　

て
い
る
場
合

⑥ 

求
職
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
場
合

⑦ 

学
校
ま
た
は
職
業
訓
練
校
に
在
学
し
て
い
る
場
合

⑧ 

虐
待
で
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

⑨ 

育
児
休
業
取
得
中
に
、
既
に
保
育
を
利
用
し
て

　

い
る
子
が
い
て
継
続
利
用
が
必
要
な
場
合

⑩ 

①
か
ら
⑨
に
類
す
る
状
態
に
あ
る
場
合

▼ 

年
齢
（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）

▽ 

第
１
保
育
所　

満
１
歳
か
ら

▽ 

第
２
保
育
所　

生
後
６
か
月
を
超
え
て

　

か
ら

　

平
成
27
年
４
月
１
日
よ
り
、
保
護
者
の
事

情
に
基
づ
き
、
児
童
の
保
育
必
要
量
の
認
定

を
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
標
準
時
間
の
認
定
を
さ
れ
た
お
子
さ

ん
は
１
日
11
時
間
ま
で
、
保
育
短
時
間
認
定

を
さ
れ
た
お
子
さ
ん
は
１
日
８
時
間
ま
で
の

間
で
、
保
育
必
要
量
の
認
定
が
さ
れ
ま
す
。

▼ 

月
～
金
曜
日

▽ 

保
育
標
準
時
間

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

▽ 

保
育
短
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▼ 

土
曜
日

▽ 

第
１
保
育
所

▽ 

保
育
標
準
時
間

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
５
時
45
分

▽ 

保
育
短
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▽ 

第
２
保
育
所

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

※ 

第
２
保
育
所
の
午
前
７
時
30
分
～
８
時
30
分

　

ま
で
は
、１
歳
児（
４
月
１
日
現
在
）
か
ら
実
施
。

▼ 

延
長
保
育
（
有
料
）

▽ 

対
象
年
齢　

１
歳
児
（
４
月
１
日
現
在
）
か
ら

▽ 

日
時　

月
～
金
曜
日　

最
大
午
後
７
時
ま
で

　

平
成
27
年
度
ま
た
は
平
成
28
年
度
の
町
民

税
の
所
得
割
額
の
区
分
（
階
層
区
分
に
よ
る

基
準
額
）
に
基
づ
き
決
定
し
ま
す
。

▼ 

延
長
保
育
料　
　

月
額
３
、０
０
０
円

※ 

保
育
日
数
が
１
か
月
に
15
日
以
内
の
場
合
は

　

日
額
２
０
０
円

▼ 

昼
食　
給
食

※ 

３
歳
以
上
の
児
童
は
、
主
食
（
ご
飯
、
パ
ン

な
ど
）の
持
参
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼ 

北
保
育
所
（
北
成
田
）　
定
員
40
名

　

 

☎
62-

４
１
３
３

　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
満
３
歳
以
上

の
児
童

▼ 

月
～
金
曜
日

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼ 

土
曜
日

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

▼ 

延
長
保
育
（
有
料　

定
員
15
名
）

　

月
～
金
曜
日　

午
後
６
時
ま
で

▼ 

保
育
料　
月
額
５
、９
０
０
円

※ 

町
民
税
額
等
に
よ
り
軽
減
さ
れ
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

▼ 

延
長
保
育
料　
月
額
３
、０
０
０
円

※ 

保
育
日
数
が
１
か
月
に
10
日
以
内
の
場
合

　

日
額
３
０
０
円
。

▼ 

入
所
料　
入
所
時
５
、０
０
０
円

▼ 

昼
食　
給
食
（
有
料
）

※ 

土
曜
日
、
小
学
校
が
長
期
休
業
期
間
中

　

は
、
給
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

注
意
事
項

▽ 

入
所
の
決
定
は
、
申
し
込
み
受
付
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽ 

施
設
の
規
模
や
申
し
込
み
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
、入
所
審
査
を
行
い
、

　

入
所
い
た
だ
く
施
設
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
４
月
か
ら
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の
入
所
・
入
園
申
込
み
を
開
始
し
ま
す
。

▽ 

入
所
・
入
園
当
初
は
、
お
子
さ
ん
の
心
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

　

２
週
間
程
度
の
短
縮
保
育
（
慣
ら
し
保
育
）
が
あ
り
ま
す
。

※ 

18
歳
以
下
（
高
校
３
年
生
ま
で
）
の
お
子
さ
ん
を
３
人
以
上
養
育

　

し
て
い
る
世
帯
で
は
、
３
人
目
以
降
の
お
子
さ
ん
が
入
所
・
入
園

　

す
る
場
合
、
保
育
料
は
免
除
に
な
り
ま
す
。

保
育
所
・
幼
稚
園
の

園
児
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

第
１
保
育
所
（
担
橋
）

　

 

☎
62-

３
８
３
９　
定
員

120
名

▼ 

第
２
保
育
所
（
貝
山
）

　

 

☎
62-

２
７
４
８　
定
員
80
名

平成28年度対
象
と
な
る
児
童

保
育
す
る
時
間

認
可
保
育
所

保
育
料
（
月
額
）

◆ 

申
込
期
間
　
10
月
１
日
（
木
）
〜 

10
月
30
日
（
金
）

対
象
と
な
る
児
童

認
可
外
保
育
所

保
育
す
る
時
間

保
育
料
（
月
額
）
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▽ 

幼
稚
園
等
を
利
用
希
望
の
方（
１
号
認
定
）

　

利
用
希
望
を
さ
れ
る
幼
稚
園
等
を
通
じ
、

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

保
育
所
等
を
利
用
希
望
の
方
（
２
・
３
号
認
定
）

　

保
育
所
等
の
入
所
申
込
書
と
い
っ
し
ょ
に
、

申
請
書
を
希
望
施
設
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

す
で
に
幼
稚
園
・
保
育
所
に
入
所
・
入

園
さ
れ
て
い
る
方
は
、
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

問　
教
育
課　

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

８
１
１
９

▼ 
岩
江
幼
稚
園
（
上
舞
木
）　
定
員
１
２
０
名

　

 
☎
０
２
４-

９
５
６-

２
７
２
７

▼ 

中
郷
幼
稚
園
（
柴
原
）　
定
員
60
名

　

 

☎
62-
２
８
７
５

　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
満
３
歳
以
上

の
児
童

▼ 

月
～
金
曜
日（
時
間
外
保
育
時
間
を
含
む
）

▽ 

岩
江
幼
稚
園

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分
ま
で

▽ 

中
郷
幼
稚
園

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
２
時
ま
で

▼ 

預
か
り
保
育

▽ 

月
〜
金
曜
日　

午
後
６
時
ま
で

▼ 

保
育
料　
月
額
５
、９
０
０
円

※ 

町
民
税
額
等
に
よ
り
軽
減
さ
れ
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

▼ 

預
か
り
保
育
料　
月
額
６
、０
０
０
円

※ 

保
育
日
数
が
１
か
月
に
10
日
以
内
の
場
合

　

は
、
日
額
５
０
０
円

▼ 

入
園
料　
入
園
時
５
、０
０
０
円

▼ 

昼
食　
給
食
（
有
料
）

※  

小
学
校
が
長
期
休
業
期
間
中
は
、
給
食 

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽ 

各
保
育
所
、
各
幼
稚
園

▽ 

教
育
課　

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

▽ 

役
場
１
階
窓
口

▽ 

入
所
・
入
園
を
希
望
す
る
施
設

▽ 

申
し
込
み
時
に
お
子
さ
ん
の
簡
単
な
面
接

　

を
し
ま
す
。

　

事
前
に
来
所
・
来
園
日
時
を
施
設
へ
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
に
基
づ
き
、

保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
子
ど
も
園
等
の
利

用
を
希
望
す
る
保
護
者
の
方
に
は
、
施
設
利

用
の
た
め
の
申
請
書
（
支
給
認
定
申
請
書
）

を
町
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
お
子
さ
ん
の
年
齢
や
保
護
者
の

方
の
就
労
状
況
に
よ
り
、
３
つ
の
区
分
の
認

定
を
行
い
ま
す
。

※ 

町
外
の
施
設
を
利
用
希
望
さ
れ
る
方
も

　

申
請
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
新
制
度
に

　

移
行
し
な
い
施
設
の
場
合
は
申
請
の
必
要

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。
希
望
施
設
が
新
制
度
に

　

移
行
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ

　

の
施
設
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ

ど
も
園
等
を
利
用
す
る
た
め

の
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

▶３つの認定区分

提
出
方
法

申
し
込
み
用
紙
配
付
場
所

申
し
込
み

保
育
料
（
月
額
）

幼
稚
園

対
象
と
な
る
児
童

保
育
す
る
時
間

認定区分

１号認定
お子さんが満３歳以上で、幼稚園等での教育を希
望される場合

・幼稚園
・認定こども園

・保育所
・認定こども園

お子さんが満３歳以上で、「保育の必要な事由」
に該当し、保育所等での保育を希望される場合

２号認定

・保育所
・認定こども園
・地域型保育※

お子さんが満３歳未満で、「保育の必要な事由」
に該当し、保育所等での保育を希望される場合

３号認定

施設利用内　容

※ 三春町内の認定こども園には三春幼保園（貝山）が、地域型保育には L-kidʼ s 保育園三春
　（山田）があります。
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　三春町消防団秋季検閲式・三春町防災訓練が10月18日（日）午前８時から三春町営グラウンドで開催されます。
　当日、訓練では県警トライアルバイク隊による災害状況偵察訓練や防災ヘリコプターによる林野火災防ぎょ訓
練、消防団・自衛隊合同による倒壊家屋救出・負傷者搬送訓練や郡山地方広域消防組合のはしご車による消火訓
練などを実施します。
　また、ラッパ隊による演奏や普段はなかなか間近で見ることのできない防災ヘリコプターや自衛隊車両、パト
カーなどの展示、どなたでも参加できる煙体験ハウスや放水銃体験、災害時を想定した炊き出し訓練なども予定
しております。皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひ見学・体験にお越しください。

平成 27 年度　消防団秋季検閲式・三春町防災訓練

◆ 日時  10 月 18 日（日）午前８時～
◆ 場所  三春町営グラウンド

◆ 昨年度の防災訓練のようす

問い合わせ先　総務課　自治防災グループ　☎ 62-1114

14

○ 

浄
化
槽
設
置
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
使
用
者
に
は
、
受

益
者
負
担
金
25
万
を
負
担
し

て
い
た
だ
き
、
浄
化
槽
本
体

お
よ
び
放
流
管
の
設
置
は
町

が
行
い
ま
す
。

　

ト
イ
レ
、
風
呂
、
台
所
な

ど
の
設
備
費
や
浄
化
槽
ま
で

の
配
管
（
排
水
設
備
と
い
い

ま
す
。）
は
個
人
負
担
で
す
。

○ 

維
持
管
理
に
つ
い
て

　

合
併
処
理
浄
化
槽
完
成
後

も
、町
で
維
持
管
理
し
ま
す
。

使
用
者
に
は
、
浄
化
槽
の
大

き
さ
に
よ
り
月
額
使
用
料
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

○ 

法
定
検
査
、
清
掃
、
保
守

　
点
検
を
町
が
一
括
受
託
し

　
て
い
ま
す
。

▽ 

保
守
点
検

・ 

機
械
の
点
検
、
調
整

・ 

３
か
月
に
１
回

▽ 

清
掃

・ 

汚
泥
の
清
掃

・ 

年
１
回
以
上

▽ 

法
定
検
査

・ 

機
能
の
診
断

・ 

水
量
、
水
質
の
測
定

・ 

年
１
回

▽ 

そ
の
他

・ 

ブ
ロ
ワ
等
の
修
繕

○ 

管
理
受
託
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
個
人
で
設

置
し
た
合
併
処
理
浄
化
槽
の

維
持
管
理
を
町
が
受
託
す
る

事
業
で
す
。

　

維
持
管
理
の
内
容
や
使
用

料
は
、
上
記
と
同
じ
で
す
。

○ 

受
託
の
条
件

・ 

町
内
に
あ
る
合
併
処
理

　

浄
化
槽

・ 

一
般
住
宅

・ 

浄
化
槽
等
に
故
障
が
な
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
事
業

町
営
の

知
っ
て
暮
ら
し
に
役
立
て
よ
う
！

▼ 

問　
企
業
局　

下
水
道
グ
ル
ー
プ

　
　
　

  

☎
62-

２
５
０
０

　

こ
の
事
業
は
、
一
般
住
宅
を
対
象
に
町
が
主
体
と
な
り
浄
化
槽
の
設
置
や
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
地
区
は
、
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
す
。

人槽区分

５人槽

６人槽

７人槽

８人槽

１０人槽

料金表（税込み）
月額使用料

2,916 円

3,888 円

4,860 円

4,968 円

5,184 円

排水設備
個人負担

浄化槽本体
町設置町設置

放流管
（20m まで）

ブロワ
送気管
町設置



　福島県内の環境中、特に森林には、いまだに多くの放射性セシウムが残っ
ています。日本原子力研究開発機構福島環境安全センターによる福島長期環
境動態（F-TRACE）プロジェクトでは、浜通り側の山地・森林、河川、ダム湖・
ため池、河口、市街地などでの調査によって、放射性セシウムが雨などでど
れくらい移動したのかを調べ、将来、それによって生活する場所の放射性セ
シウムの濃度や被ばく線量がどれくらい変わるのか、コンピューターシミュ
レーションで予測しようとしています。

森林に残された放射性セシウムが、1 年間にどれくらい移動するのか調べています。

問い合わせ先　日本原子力研究開発機構　福島事業管理部　総務課　☎ 024-524-1060
　　　　　　　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147

森林から放射性セシウムは流れ出るの？
樹木の汚染は続くの？

　常緑樹や落葉樹の森林に観測区画を設置して、樹木の上から地表へ、斜面の上か
ら下へ、地表から地中へ、そして地中から樹木へ移動する放射性セシウムの様子を
調べています。
　これまでの調査の結果、現在、大部分の放射性セシウムは地表から 5 cm 以内に存
在し、1 年間に森林から土砂とともに流出する放射性セシウムの割合は、地表に沈着
した量の 0.1% 程度であり、ほとんど動かないことが分かっています。

放射性セシウムはほとんど動かないことが分かっています。

　調査で採取した土、水、植物などの試料は、乾燥や粉砕した後で、放射
性物質の濃度を測定します。また、土の粒子や植物のどんなところに吸着
されているのか、水の中にどのような形で存在しているのか、ということを、
環境創造センターに設置される電子顕微鏡や X 線を使った分析装置、質量
分析計といった分析装置などで調べます。
　また、簡易な実験室設備や放射能測定装置を備えた「移動式ラボ車」も
あり、試料を採取した場所ですぐに分析や測定をすることができます。

採取した土や水はどこで分析するの？

　河川水中の放射性セシウム濃度や河川敷の空間線量率が、時間とともに、また、
大雨の時にどう変わるのかを調べています。
　これまでの調査の結果、河川水中の放射性セシウム濃度は減りつつあり、農作物に
移行しやすい溶けた状態の放射性セシウムの濃度は、1 リットル当たり 1 Bq を大き
く下回る濃度です。河川敷では、大雨の後に土砂が溜まりやすい限られた場所で、地
表面の線量率が増減することもありますが、空間線量率は着実に減少しています。

河川水中の放射性セシウム濃度は 減りつつあります。

河川の放射性セシウム濃度はどう変化する？
大雨が降ったときの影響は？

15

磐越自動車道★
JR 磐越東線

環境創造センター

建設場所：三春町深作地内
（田村西部工業団地内）
敷地面積：46,363 ㎡

（本館：4,235 ㎡
研究棟：5,626 ㎡
交流棟：4,632 ㎡）

　東京電力福島第一原子力発電所の事故により、放射性物質で汚染
された環境を回復し、県民が将来にわたり安心して暮らせる環境を
創造するため、県は、三春町（田村西部工業団地内）と南相馬市に
環境創造センターを整備します。



に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信

　
　
　
　
　
　
中
郷
地
区
の
紹
介

▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会

　

 　
　
　
　
　

☎ 

62-

３
９
５
０

　

今
回
は
中
郷
地
区
の
に
こ
に
こ
元
気
塾
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
中
郷
地
区
交
流
館
は
小
学
校
と

隣
り
合
っ
て
い
る
の
で
、
小
学
生
に
昔
の
三
春

の
様
子
を
話
し
た
り
、
小
学
生
が
行
う
紙
芝
居

を
見
た
り
と
楽
し
く
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
地
区
で
年
２
回
、
運
動
機
能
と
口

腔
機
能
の
測
定
を
行
い
、
体
力
維
持
に
役
立
て

て
い
ま
す
。

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
の
申
し
込
み
は
電
話
で
も

可
能
で
す
。
見
学
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

宗
像
タ
リ
さ
ん
（
柴
原
）

　
脳
ト
レ
プ
リ
ン
ト
や
折
り
紙
な

ど
皆
さ
ん
と
一
緒
に
や
る
と
楽
し

く
、
頭
の
体
操
に
な
り
ま
す
。

橋
本
ト
モ
子
さ
ん
（
込
木
）

　
皆
さ
ん
に
お
会
い
し
て
お
話

を
す
る
と
元
気
が
も
ら
え
、
に
こ

に
こ
笑
顔
で
帰
れ
ま
す
。
運
動
で

体
の
調
子
も
良
く
な
り
ま
し
た
。

柳
沼
キ
ミ
子
さ
ん
（
込
木
）

　
毎
週
、
運
動
や
口
腔
、
栄
養

の
こ
と
を
丁
寧
に
教
え
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
自
宅
で
も
運
動

が
習
慣
に
な
り
ま
し
た
。

柳
沼
絹
子
さ
ん
（
過
足
）

　
体
操
、
歌
と
毎
回
楽
し
い
こ

と
ば
か
り
な
の
で
、
休
ま
ず
毎
回

出
席
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

バスで近くの蓮の花を見に
行きました（上）
毎年９月と 12 月に行う運
動機能測定のようす（左）

岩 江
中 妻
要 田

三 春

沢 石
御木沢
中 郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江防災コミュニティセンター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所

沢石会館
駅前集会所

中郷地区交流館

曜日地区 会場 10月開催日
5日・19日・26日

6日・13日・20日・27日

7日・14日・21日・28日

1日・8日・15日・22日
2日・9日・16日・23日

9日・16日・23日・30日

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧

　

現
在
、食
改
の
活
動
で
は「
高
血
圧
」を
予
防
す
る
た
め
の
食
生
活
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
食
改
さ
ん
宅
の
味
噌
汁
の
塩
分
濃
度
測
定
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

で
全
く
違
っ
た
味
噌
汁
を
試
食
し
な
が
ら
、減
塩
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

食
改
の
皆
さ
ん
は
、
に
ぼ
し
・
か
つ
お
節
・
野
菜
の
だ
し
を

上
手
に
使
っ
て
薄
味
を
心
掛
け
て
い
る
よ
う
で
し
た
！

　
　
　
福
島
県
民
は
﹆
ど
の
く
ら
い

　
　
　
塩
分
を
摂
取
し
て
い
る
の
？
　

高
血
圧
と
診
断
さ
れ
る
前
に
、
ま
た
は
、

今
の
状
態
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
ご
自

宅
の
食
事
を
ぜ
ひ
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

し
ょ
く

   

か
い

通
信

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　

 　
　

☎ 

62-

３
１
６
６

お
宅
の
塩
分
ど
う
で
す
か
？

V
O
L.
2

男

12.1g 未満／日

全国８位の多さ
9.9g 未満／日

全国 13位の多さ

女

福島県民１日あたりの塩分摂取量

※ 塩分制限のない方は、男性 8.0 ｇ
未満／日、女性 7.0 ｇ未満／日を目
標とします。

塩分濃度

薄い　0.3%~
標準　0.7%~
濃い　1.0%~

薄
い　
塩
分
濃
度
0.6
%武像さん 松本さん

薄
い　
塩
分
濃
度
0.4
%大内さん

五十嵐さん

標
準　
塩
分
濃
度
0.8
%

薄
い　
塩
分
濃
度

16



　

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
方
、
不
妊
治
療

を
考
え
て
い
る
方

▼ 

お
し
ゃ
べ
り
会

▽ 

司
会
進
行　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Fine 

〜
現
在
・

　

過
去
・
未
来
の
不
妊
体
験
者
を
支
援
す
る
会
〜

　

治
療
の
こ
と
、
日
頃
の
思
い
、
悩
み
や
迷
い

な
ど
、
仲
間
の
話
を
聞
い
て
、
自
分
も
し
ゃ

べ
っ
て
。
お
し
ゃ
べ
り
し
た
ら
、
き
っ
と
気

分
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

▼ 

個
別
相
談
会

▽ 

福
島
県
立
医
科
大
学 

産
科
・
婦
人
科
学
講
座

　

医
師 

菅
沼 

亮
太
さ
ん
、
福
島
県
立
医
科
大
学

　

附
属
病
院 

不
妊
症
看
護
認
定
看
護
師 

　

尾
形 

優
子
さ
ん 

10
組
限
定（
１
組
20
分
程
度
）

　

悩
み
や
こ
れ
ま
で
聞
け
な
か
っ
た
こ
と
な
ど

医
師
や
看
護
師
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※ 

お
し
ゃ
べ
り
会
と
個
別
相
談
会
は
同
時

　

進
行
と
な
り
ま
す
。

※ 

各
会
場
と
も
個
別
相
談
会
は
先
着
順
で
す
。

　

申
込
多
数
の
場
合
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 
個
別
相
談
の
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
後
日

　

ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽ 

不
妊
症
認
定
看
護
師
と
は

　

生
殖
不
妊
医
療
に
関
す
る
最
新
の
知
識
を

　

持
ち
、
不
妊
症
に
悩
む
方
へ
の
カ
ウ
ン
セ

　

リ
ン
グ
を
行
う
ほ
か
、
不
妊
検
査
、
治
療

　

に
関
す
る
情
報
提
供
と
自
己
決
定
の
支
援

　

を
行
い
ま
す
。

ふ
く
し
ま
不
妊
セ
ミ
ナ
ー

　

お
住
ま
い
の
地
域
以
外
の
会
場
で
も
参
加

可
能
で
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
保
健
福
祉
事
務
所
へ
、

各
参
加
申
込
み
期
限
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
メ
ー
ル
に
て
、
必
要
事
項
記
載
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽ 

必
要
事
項　

① 

氏
名
、
② 

不
妊
治
療
の
有
無
、

③ 

申
込
人
数
、
④ 

日
中
の
連
絡
先
お
よ
び
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
⑤ 

悩
み
や
聞
き
た
い
事
、
⑥ 

希

望
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
※
１
、
⑦ 

希
望
す
る
講
師
※
２

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　

 　
　

☎
62-

５
１
１
０

平成27年
10月31日 (土)

13時30分
　　
16時

県北保健福祉事務所
福島市御山町8番30号 024-534-4155

平成 27年
11月14日 (土)

13時30分

16時

会津保健福祉事務所
会津若松市追手町7番40号 0242-29-5278

平成 27年
12月 5日 (土)

平成27年
10月21日 (水)

平成27年
11月4日 (水)

平成27年
11月25日 (水)

13時30分

16時

〜

〜

〜

県中保健福祉事務所
須賀川市旭町153番1 0248-75-7810

開催月日 時 間 会 場
問合せ先
電話番号

参加申込
締 切 日

　
赤
ち
ゃ
ん
が
欲
し
く
て
も
、
な
か
な
か
で
き
な
い
と
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

後
悔
の
な
い
選
択
を
す
る
た
め
に
、
妊
娠
や
不
妊
治
療
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
現
在
不
妊
治
療
中
で
、
疲
れ
た
な
ぁ
と
孤
独
を
感
じ
て
い
ま
し
た
ら
、

治
療
経
験
者
や
仲
間
の
存
在
を
知
り
気
持
ち
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
心
が
軽
く
な

れ
ば
幸
い
で
す
。
ご
夫
婦
で
の
参
加
も
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度

開
催
日
程

プ
ロ
グ
ラ
ム

対
象
者

申
込
方
法

aidu.hokenfukushi
　　　　　@pref.fukushima.lg.jp

会津保健福祉事務所
児童家庭支援チーム

kentyuu.hokenfukushi
　　　　　@pref.fukushima.lg.jp

県中保健福祉事務所
児童家庭支援チーム

kenpoku.hokenfukushi
　　　　　@pref.fukushima.lg.jp

県北保健福祉事務所　
児童家庭支援チーム

メールアドレス保健福祉事務所名

0242-29-5289

0248-75-7824

024-534-4105

FAX 番号

17

※１ ① おしゃべり会と個別相談両方参加②おしゃべり会のみ参加③個別相談会のみ参
　　　 加からお選びください
※２ ① 菅沼亮太さん（島県立医科大学 産科・婦人科学講座 医師）
　　② 尾形優子さん（福島県立医科大学附属病院 不妊症看護認定看護師）
　　　 のどちらかをお選びください



● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値

平成27年
9月8日

平成27年
8月11日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
岩江中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.10
0.10
0.09
0.11
0.10
0.12
0.09
0.09
0.12
0.11
0.13
0.11
0.12
0.10
0.11

（0.08）
（0.10）
（0.09）
（0.09）
（0.09）
（0.07）
（0.09）
（0.11）
（0.10）
（0.07）
（0.06）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.06）

0.10
0.10
0.09
0.11
0.10
0.12
0.09
0.09
0.12
0.11
0.12
0.11
0.12
0.10
0.12

（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.08）
（0.09）
（0.07）
（0.09）
（0.10）
（0.10）
（0.07）
（0.06）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.07）

◆ 中妻地区仮置き場

● 仮置き場の空間線量測定値

◆ 北部三地区仮置き場

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。
※ 単位はマイクロシーベルト／時間です。
※ 町内小中学校等・主な施設の環境放射線量の測定は、地上１メートルで計測しています。
※ 町内小中学校等の空間線量測定結果のかっこ内は室内の数値です。
※ 都市公園等空間線量測定結果の施設３、６、10 には砂場がありません。

　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江地区の仮置き場
における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮
置き場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

平成27年
9月10日

平成27年
8月13日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

0.26
0.14
0.20
0.14
0.12
0.12
0.17 
0.16
0.16 
0.14 
0.16
0.19 
0.13
0.12 
0.29
0.29
0.27 

0.28
0.15
0.21
0.14
0.12
0.12
0.18 
0.16
0.16 
0.15 
0.16
0.20 
0.13
0.12 
0.30
0.30
0.27 

◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

● 環境放射線量に関する問い合わせ先
○ 学校などの施設
　教育課 学校教育グループ ☎ 62-6310
○ 主な施設
　除染対策課 ☎ 62-1122
○ 都市公園　
　建設課 都市グループ ☎ 62-2113

◆ 三春地区仮置き場

◆ 中郷地区仮置き場

● 問い合わせ先　
　除染対策課 ☎ 62-1122

1cm高
0.11
0.12
0.10
0.11
0.17
0.13
0.10
0.13
0.13
0.14

遊具砂場
1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担橋公園
河原公園
田畑公園
中央公園
一本松公園
城山公園
庚申坂公園
番組公園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設 9月7日

0.11
0.14
0.10
0.13
0.23
0.13
0.11
0.13
0.10
0.22

0.13
0.18
-
0.09
0.16
-
0.09
0.11
0.11
-

①
0.13
0.12
0.11
0.12

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.15
0.14
0.13
0.13

0.12
0.13
0.13
0.11

0.12
0.11
0.12
0.10

0.12
0.13
0.11
0.11

0.14
0.12
0.15
0.10

0.09
0.09
0.07
0.10

8月  5日
8月12日
8月19日
8月26日

測定日／測定点 ①
0.19
0.20
0.18
0.17

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.18
0.17
0.16
0.15

0.19
0.19
0.16
0.17

0.15
0.12
0.13
0.13

0.11
0.11
0.11
0.10

0.10
0.10
0.10
0.10

0.12
0.14
0.14
0.12

8月  6日
8月12日
8月20日
8月27日

測定日／測定点 ①
0.12
0.11
0.11
0.12

② ③ ④
0.17
0.15
0.14
0.16

0.12
0.10
0.11
0.11

0.15
0.14
0.14
0.15

8月  5日
8月12日
8月19日
8月26日

測定日／測定点

①
0.11
0.11
0.11
0.12
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.12
0.12
0.12
0.12
0.10

0.11
0.12
0.10
0.10
0.13

0.12
0.12
0.13
0.12
0.12

0.08
0.08
0.08
0.08
0.07

0.10
0.10
0.11
0.11
0.09

0.10
0.11
0.09
0.09
0.11

8月  3日
8月10日
8月18日
8月24日
8月31日

測定日／測定点

◆ 岩江地区仮置き場

①
0.09
0.13
0.10

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.13
0.12

0.10
0.12
0.12

0.16
0.14
0.13

0.17
0.17
0.15

0.09
0.15
0.12

0.14
0.13
0.12

8月  7日
8月21日
8月28日

測定日／測定点

 環境放射線量測定値をお知らせします
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19 問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　今年も、10 月 15 日から 11 月 15 日の１月間は、「学校に行ってみっか！月間」となります。日頃、地域の皆
様に大変お世話になっている学校を、実際にご覧いただくよい機会かと思います。町内小 ･ 中学校の主な開催行事
を掲載いたしましたので、お気軽にどこの、どの学校へでもお出かけください。教職員に「学校を見に来ました。」
とひと声かけていただければ大丈夫です。多くの方の訪問をお待ちしています。

● 「学校に行ってみっか月間」開催　みんなで、学校に出かけましょう！

　

今
年
度
本
校
で
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
楽
し

く
学
び
が
い
が
あ
り
、
成
長
を
実
感
で
き
る
学
校
」
を
目

標
に
し
、
特
に
、「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
と
の
出
合
い
の

あ
る
学
校
」
の
具
現
化
に
向
か
っ
て
、
体
験
学
習
を
重
視

し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

低
学
年
で
は
、
敬
老
園
と
の
交
流
学
習
や
森
林
環
境
学

習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
敬
老
園
の
方
々
と
の
交
流
で

は
、
学
校
で
花
の
苗
植
え
を
共
同
で
行
っ
た
り
、
敬
老
園

を
訪
問
し
た
り
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
七

月
に
は
猪
苗
代
の
昭
和
の
森
で
森
林
学
習
を
行
い
、
自
然

の
営
み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

中
学
年
で
は
、
地
域
探
検
や
水
環
境
調
査
を
行
い
、
地

域
理
解
を
深
め
る
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
身
近

な
地
域
に
あ
る
神
社
や
史
跡
の
調
査
、
自
然
観
察
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
の
学
習
や
さ
く
ら
湖
周
辺
の
川
の
調
査
を
通
し

て
、
改
め
て
地
域
の
よ
さ
や
自
然
の
生
態
系
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

高
学
年
で
は
、
農
業
体
験
や
職
場
体
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。
様
々
な
仕
事
に
携
わ
る
経
験
を
通
し
て
、
望
ま
し
い

勤
労
観
・
職
業
観
を
は
ぐ
く
み
な
が
ら
、
将
来
の
生
き
方

を
み
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」
と
の
出
合
い
を
大
切

に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
感
性
を
磨
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
び
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
中
妻
小
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

平成 27 年度「学校に行ってみっか月間」行事予定

〜 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

〜

　岩江小・中妻小・岩江中では、福島県の「いただきます。ふくしまさん事業」
補助金を活用し、県産のおいしい食材を使用した給食試食会を開催しました。
　お子さんと一緒に楽しく食事をしながら、福島県の旬の食材や給食の良さ
を保護者の方に知っていただく機会となりました。どちらの学校でもおいし
くいただきました。

● 給食試食会を開催しました

森林環境学習のようす

川の調査のようす

農業体験のようす

岩江小学校のようす 中妻小学校のようす

学校名
三春小

岩江小

御木沢小

中妻小

中郷小

沢石小

三春中

岩江中

行事名
学校開放日
「男女共同参画社会」
授業公開
岩江っ子発表会
PTAバザー
ふれあい発表会
マラソン記録会
秋の発表会
さくらっ子まつり
授業参観
授業参観
文化祭リハーサル・
前夜祭・文化祭
私立高・県立高入試
制度説明会
授業公開週間
文化祭

教育相談および学校開放

全校ボランティア活動

行事の内容
１日を通して授業を公開します。
保護者や地域の方々に、男女共同参画社会および人権教育に
関わる授業を公開します。
保護者や地域の方々に、各学年ごとの日頃の学習の成果を発表します。
PTAが主体となってバザーを実施します。
総合的な学習を中心として、学習した成果を各学年ごとステージで発表します。
学校周辺のコースを走り、タイムを競います。
児童の日頃の学習成果を発表します。
学習発表会・作品展示会を行います。
学習成果の発表会（カルチャーフェスタ）を行います。
時間を指定して授業を公開します。
16日はオープニングセレモニー、有志発表を実施します。17日は
合唱コンクール、各学年ステージ発表、フィナーレを実施します。
私立高校の先生を招いて、各私立高校の特色や現状を聞き、本校進路
指導担当者から県立高校の入試概要について説明します。
すべての授業を保護者や地域の方に公開します。
合唱発表、生徒の発表、作品展示、ＰＴＡ昼食販売等を実施します。

教育相談の期間中、学校を開放します。

生徒がグループに分かれ、地域内で奉仕活動を実施します。

実施（予定）日
11月8日(日)

10月23日(金)

11月7日（土）

11月7日（土）
10月22日（木）
11月7日（土）
11月7日（土）
11月7日（土）
10月16日（金）

10月16日（金）～17日（土）

10月26日（月）

11月2日（月）～12日（木）
10月24日（土）

11月9日（月）～13日（金）、
16日（月）～20日（金）

11月6日（金）

参加対象者
保護者、地域住民

保護者・地域住民

保護者・地域住民

保護者、地域住民
保護者、地域住民
保護者、地域住民
保護者、地域住民
保護者、地域住民

保護者

保護者、地域住民

２、３学年保護者

保護者、地域住民
生徒、保護者、地域住民

生徒、保護者、地域住民

生徒



町立三春病院News町立三春病院News
世界メンタルヘルス・デー（10 月 10 日）

　1992 年、世界精神保健連盟（ＷＦＭＨ）により「メンタルヘルス問題に関する世間の意識
や関心を高め、偏見をなくし、正しい知識を普及する」ことを目的に制定されました。当日は
メンタルヘルスに関する啓発イベントが世界各地で開催されます。
　昨今ではメンタルヘルスが職場や学校で大きな健康課題になっており、関心も高まっていま
す。2014 年、世界各国を対象に「ワーク・ライフ・バランス」に関する大規模な調査が実施
されています。

★ 三春盆踊り（８月 15・16 日）

★ ミニ健康講座～結核について～
　９月 24 日〜 30 日の結核予防週間にちなみ、９月２日に「結核について」
をテーマとしたミニ健康講座を実施しました。
　当院の臨床検査技師を講師に、結核とはどのような病気か、日本の結核
の感染動向、治療・予防方法など様々な観点からお話をしました。
　当院では、今後もこのような講習会を開催して参ります。

★ なつやすみキッズツアー開催
　８月 22 日、病院の仕事を体験する「キッズツアー」
を開催し、子どもたち８名とその保護者に参加して頂
きました。今回は昨年に続き２回目の開催です。
　参加者は白衣に着替え、車いす体験・薬剤師と一
緒にお菓子を薬に見立てたお薬作り体験・超音波診
断体験などに挑戦しました。
　子どもたちは興味津々な様子で、目を輝かせなが
ら各種体験に取り組んでいました。ツアー終了後は

「また参加したい」との感想が聞かれました。

講義のようす

踊り流しに参加

外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

　当院では今年も、三春町の夏の風物詩「三春
盆踊り」に参加しました。
　会場本部の救護ブースに職員を派遣し、血圧
測定や健康相談、怪我の手当てを行ったほか、
15 日夜の踊り流しには理事長、病院長をはじ
め、星総合病院、三春病院の職員計 27 名が、
滝桜をイメージしたピンクの衣装を着て参加。
盆踊りの輪に加わり、地域の皆さんと楽しく交
流を深めて参りました。

血圧測定

超音波診断体験 模擬お薬作り体験
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 ８月９日～９月８日
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

︻
福
祉
︼

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

寄
附
金

　
（
株
）
菊
川
屋

▽ 

物
品

　

沢
石
む
つ
み
会

　

増
子
忠
一
（
山
田
）

　

橋
本
謙
治
（
一
本
松
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団
／

ひ
ま
わ
り
の
会
／
田
村
高
校

Ｊ
Ｒ
Ｃ
／
ザ
・
ほ
っ
ぴ
ー
／

ア
リ
イ
ポ
エ
／
リ
リ
ア
・
オ

カ
ナ
イ
ル
／
上
野
ト
ク
（
平

沢
）
／
村
上
貞
子
（
八
島
台
）

／
齋
藤
キ
ミ
子
（
大
町
）
／

橋
本
ミ
ツ
子
（
担
橋
）
／
橋

本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）
／
山

下
洋
子
（
小
浜
海
道
）
／
橋

本
光
子
（
御
免
町
）
／
石
塚

ハ
ツ
ヨ
（
荒
町
）
／
國
分
シ

ヅ
子
（
新
町
）
／
宍
戸
キ
ミ

子（
下
舞
木
）／
渡
辺
芳
雄（
馬

場
）
／
鹿
又
希
（
八
島
台
）

▼ 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

門
馬
正
（
東
京
都
）

　

市
川
英
治
（
東
京
都
）



◆ 

近
畿
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
結
果
報
告

　

７
月
末
か
ら
近
畿
地
方
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
、
初
出
場
の
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
は
じ
め
、
柔
道
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
陸
上
・

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
・
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
・

ボ
ー
ト
の
７
競
技
に
50
名
の
選
手
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
柔

道
の
２
競
技
で
３
名
の
入
賞
者
が
出
ま
し
た
。

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆ 

吹
奏
楽
部
・
合
唱
部
定
期

　
演
奏
会
案
内

　

今
年
で
40
回
目
を
迎
え
る
吹
奏
楽
部
・
合

唱
部
の
定
期
演
奏
会
が
次
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

定
期
演
奏
会
の
案
内
を
各
部
の
部
長
に
聴

き
ま
し
た
。

◎ 

吹
奏
楽
部　
石
井
花
月
さ
ん

▼ 
日
時　
10
月
18
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

▼ 
場
所　
田
村
市
文
化
セ
ン
タ
ー

▼ 
入
場
料　
２
０
０
円

　

私
た
ち
吹
奏
楽
部
は
、
現
在
部
員
54
名
で

定
期
演
奏
会
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
第
40
回
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
部
員
一
同
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
部
で
は
、
40
年
前
の
課
題
曲
や
今
年

度
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
演
奏
し
た
曲
の

ほ
か
、
吹
奏
楽
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
曲
を
演
奏
し

ま
す
。

　

第
２
部
は
、
最
近
の
Ｃ
Ｍ
で
話
題
に
な
っ
た

ゲ
ス
の
極
み
乙
女
や
、
み
ん
な
大
好
き
嵐
の
曲

の
ほ
か
、
昔
懐
か
し
い
曲
を
集
め
た
メ
ド
レ
ー

な
ど
、
幅
広
い
年
齢
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
音
楽
を
耳
で
だ
け
で
な
く
、

目
で
も
楽
し
め
る
田
高
名
物
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
！

昨年度のようす②

▼ 

問　
福
島
県
立
田
村
高
等
学
校

　
　
　

 

☎
62-

２
１
８
５

★ 

青
木
智
也
さ
ん

　
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
94
㎏
級

　
ト
ー
タ
ル
第
１
位

★ 

遠
藤
敦
也
さ
ん

　
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
53
㎏
級

　
ト
ー
タ
ル
第
７
位

★ 

相
浦
佳
斗
さ
ん　

　
柔
道
73
㎏
級
第
５
位

◎ 

合
唱
部　
山
本
里
奈
さ
ん

▼ 

日
時　
11
月
８
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル

▼ 

入
場
料　
２
０
０
円

　

定
期
演
奏
会
は
２
部
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
部
で
は
、
今
年
度
、
全
日
本
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
東
北
支
部
大
会
で
演
奏
し
た
曲

や
、
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
演

奏
す
る
曲
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

　

第
２
部
で
は
、「
ド
ラ
え
も
ん
」を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
人
気
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

登
場
す
る
、
楽
し
い
創
作
劇
を
演
じ
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け

る
よ
う
、
劇
の
中
に
は
、
幅
広
い
年
代
の
さ

ま
ざ
ま
ジ
ャ
ン
ル
の
歌
や
ダ
ン
ス
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

　

新
し
い
先
生
を
迎
え
、さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
た
演
奏
を
ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
お
心
に
私
た
ち
の

歌
声
を
響
か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨年度のようす①
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宝
く
じ
の
助
成
で

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
整
備
し
ま
し
た

リ
ア
ル
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト
in
福
島
コ
ー
ド
Ｆ-

５

三
春
エ
リ
ア
の
参
加
者
１
万
人
達
成
！

各
地
区
で
敬
老
会
開
催
が

　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

今
年
の
３
月
か
ら
９
月
下
旬
に
か
け
て
、
県
内

各
地
で
行
わ
れ
た
「
リ
ア
ル
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト
in

福
島
コ
ー
ド
Ｆ-

５
」
で
、
三
春
町
に
は
１
万
人

を
超
え
る
参
加
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

週
末
の
休
日
や
祝
日
に
な
る
と
、
た
く
さ
ん
の

親
子
づ
れ
な
ど
の
参
加
者
が
、
三
春
町
エ
リ
ア
の

宝
探
し
の
地
図
を
片
手
に
街
な
か
の
神
社
や
仏
閣

等
で
宝
探
し
の
探
索
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
に
は
三
春
エ
リ
ア
の
参
加
者
が
１
万

人
を
超
え
、１
万
人
目
と
な
っ
た
早
田
浩
二
さ
ん
、

翔
馬
さ
ん
親
子
（
福
島
市
）、早
田
洋
平
さ
ん
（
相

馬
市
）
に
は
、
１
万
人
達
成
記
念
と
し
て
、
町
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
ま
り
ん
」
の
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
や
文
房
具
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

※ 

「
リ
ア
ル
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト
in
福
島
コ
ー
ド

　

Ｆ-

５
」
は
、
県
内
30
の
エ
リ
ア
で
開
催
さ

　

れ
た
も
の
で
、
各
エ
リ
ア
に
隠
さ
れ
た
宝
箱

　

を
謎
め
い
た
宝
の
地
図
（
参
加
冊
子
）
を
手

　

が
か
り
に
探
し
出
す
体
験
型
の
宝
探
し
ゲ
ー

　

ム
で
す
。

　

９
月
19
日
の
中
妻
地
区
を
始
め
と
し
て
、
20

日
は
沢
石
地
区
・
岩
江
地
区
・
中
郷
地
区
、
21

日
は
三
春
地
区
・
要
田
地
区
、
27
日
は
御
木
沢

地
区
で
、
そ
の
他
敬
老
園
な
ど
で
も
敬
老
会
が

開
催
さ
れ
、
約
２
、９
０
０
名
の
皆
さ
ん
が
招

待
さ
れ
ま
し
た
。

　

敬
老
会
で
は
、
町
か
ら
80
歳
以
上
の
方
へ
祝

金
が
、
77
歳
、
88
歳
、
89
歳
以
上
の
方
へ
は
祝

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
と
も
式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
保
育
所
、
幼
稚
園
児
の
遊
戯
や
地
区
民
に

よ
る
歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
招
待
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

中妻地区敬老会のようす

１万人目となった早田浩二さん（左）
翔馬さん（中央）、早田洋平さん（右）

　

荒
町
字
委
員
会
（
吉
田
清
区
長
）
で
は
、
こ

の
ほ
ど
宝
く
じ
の
助
成
金
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
）
を
受
け
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
整
備
を

し
ま
し
た
。
地
区
で
は
、
今
後
さ
ら
に
安
全
安

心
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、（
財
）
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収
入
を
財

源
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
助
成
を
行
い
、

健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く
じ
の
普

及
・
広
報
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
宝
く
じ

は
広
く
社
会
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

整備をした LED 防犯灯
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あ
ん
き
ょ
う
祭
り（
交
通
安
全
教
室
）が

開
催
さ
れ
ま
し
た

大
河
原
輝
男
さ
ん
福
島
県
市
町
村
社

会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表
彰
受
賞

渡
邉
キ
ヱ
さ
ん

百
歳
賀
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
家
庭

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

　

第
38
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
９
月
６
日
に
町
営
運
動
場
と
町

民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

時
よ
り
小
雨
が
降
る
天
候
で
し
た
が
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
・
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
も
に
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

★ 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

▼ 

優
勝　
御
木
沢　

▼ 

準
優
勝　
荒
町

▼ 

第
３
位　
中
町

★ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

▼ 

優
勝　
新
町　

▼ 

準
優
勝　
沢
石

▼ 

第
３
位　
岩
江

バレーボールで優勝し
た新町の皆さん（左）

　

町
社
会
教
育
委
員
の
大
河
原
輝
男
さ
ん
が
、

こ
の
た
び
福
島
県
市
町
村
社
会
教
育
委
員
連
絡

協
議
会
か
ら
特
別
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
河
原
さ
ん
は
、
平
成
18
年
か
ら
社
会
教
育

委
員
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
度
ま
で
２
年

間
に
わ
た
り
田
村
地
区
の
会
長
を
務
め
ら
れ
る

な
ど
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
社
会
教
育
行
政
に

尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、表
彰
式
は
、８
月
27
日
に
郡
山
ユ
ラ
ッ

ク
ス
熱
海
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

表彰された大河原さん

ソフトボールで優勝し
た御木沢の皆さん（右）

　

こ
の
た
び
、
め
で
た
く
満
百
歳
に
な
ら
れ
た

渡
邉
キ
ヱ
さ
ん
の
賀
寿
贈
呈
式
は
、
９
月
２
日

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
ぶ
く
ま
荘
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

渡
邉
さ
ん
に
は
、
福
島
県
よ
り
知
事
賀
寿
と

会
津
塗
り
木
杯
、
三
春
町
か
ら
賀
寿
と
祝
金
、

三
春
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
祝
金
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
渡
邉
さ
ん
の
益
々
の
ご
長
寿
を

お
祈
り
し
ま
す
。

町長から賀寿贈呈を受ける渡邉キヱさん

　

８
月
２
日
、
八
島
台
集
会
所
に
て
交
通
安
全

協
会
八
島
台
分
会
、
交
通
安
全
協
会
母
の
会
、

三
春
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
消
防
団
に
よ
る
「
あ
ん

き
ょ
う
祭
り
（
交
通
安
全
教
室
）」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
交
通
安
全
教
室
に
加
え
、
田
村
警

察
署
に
よ
る
な
り
す
ま
し
詐
欺
被
害
防
止
寸
劇

や
消
防
自
動
車
体
験
乗
車
、
県
警
音
楽
隊
に
よ

る
演
奏
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
参

加
し
た
皆
さ
ん
は
楽
し
み
な
が
ら
、
交
通
事
故

防
止
と
詐
欺
被
害
防
止
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま

し
た
。

田村警察署によるなり
すまし詐欺被害防止寸
劇（左）

白バイと記念写真
をとる子どもたち

（右）
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主な施設の休館日

延長業務

▼ 図書館（☎ 62-3375）
　10 月 5・6・7・12・19・26 日
▼ 体育施設（☎ 62-6212）
　10 月 5・13・19・26 日
▼ ステーション（☎ 61-1546）
　休まず営業しています
▼ 歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　10 月 5・13・19・26 日 
▼ 三春交流館（☎ 62-3837）
　10 月 5・26 日
▼ 中央児童館（☎ 62-8666）
　日曜日、祝日
▼ 子育てサロン（☎ 62-2748）
　（第 2 保育所内）
　10 月 20・23 日
　土・日曜日、祝日
▼ 役場・保健センター
　土・日曜日、祝日

▼ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　10 月 7・14・21・28 日
　 午後 7 時まで
 　【毎週日曜日】
 　10 月 4・11・18・25 日
　 午前８時 30 分～ 12 時
※ 取扱業務の内容は、お問い
　合わせください。
▼ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　10 月 17 日（土）・18 日（日）
　 午前 9 時～午後 4 時問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

三春交流館運営協会自主事業

＊チケット購入の際は、みはるカードの満点カード（500 円）を使用できます。

　昨年も開催したお馴染みの日本フィルハーモニー交響
楽団によるニューイヤーコンサートを開催します。
　指揮者には、弱冠 31 歳ながら名古屋フィル指揮者、神
奈川フィル常任指揮者を務める、現在クラシック音楽界
から熱い注目を集める川瀬 賢太郎さんを迎えます。
　新年にふさわしい曲目と、日本フィルハーモニー交響
楽団による洗練された演奏をお楽しみください。

三春交流館「まほら」ニューイヤーコンサート 2016
日本フィルハーモニー交響楽団　指揮：川瀬賢太郎

◆ 日　時　　平成 28 年１月 11 日（月・祝）
　　　　　　 午後３時開演、午後２時 30 分開場
◆ 入場料　　全席指定　一般：5,000 円
　 　　　　　　　高校生以下：3,000 円※当日は 500 円増し
◆ 発売開始　10 月１日（木）午前 10 時から
◆ 電話予約　10 月２日（金）午前 10 時から

指揮：川瀬賢太郎

沢石防犯剣道スポーツ少年団の紹介
　沢石防犯剣道スポーツ少年団は、「礼儀正しく」をモットーに、その日参
加した中で学年が一番下の団員を先導に「おはようございます・ありがとう
ございます・失礼します・すみません・いただきます・ご馳走様でした」を
みんなで唱和します。剣道は夏は暑く、冬は寒い中で稽古をしますが、その
中で忍耐力を養います。
　現在、団員は小学生 12 名・中学生６名、元気に活動しています。
　前半は中学生が元立になり、後輩の指導をします。後半はそれぞれのレベ
ルで指導者が指導します。やる気のある人、いつでも大歓迎です。毎週水曜・
金曜日の午後７時から旧沢石小学校体育館で稽古しています。

沢石防犯剣道スポーツ少年団の皆さん
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M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 10 月のイベント情報 ◆◆◆

　秋の天体を観察します。
▶ 日　時　　10 月９日（金）、17 日（土）
　　　　 　　午後 7 時〜 9 時　※ 荒天中止
▶ 集合場所　自然観察ステーション天文台
▶ 参加料　　大人 200 円／子ども 100 円

星を見る会
自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

申込・問　自然観察ステーション ☎ 61-1546

申込・問い合わせ先　歴史民俗資料館　☎ 62-5263

17日（土）

三春磐州市「まんぷく市」
10月

３日（土）

自主事業東京大衆歌謡楽団
10月

恐竜がいた海を掘ってみよう
　いわき市アンモナイトセンターに、恐竜が生きていた時代のアンモナイトなど、海の生き物の化石を体験発掘に行
きます。発掘前に「いわき市海竜の里センター」に立ち寄り、昼食や施設見学をする予定です。
　詳しくは、さくら湖自然観察ステーションまでお問合せください。
▶ 日　時　11 月 7 日（土）午前 9 時ステーション出発、午後 5 時解散予定
▶ 場　所　いわき市アンモナイトセンター、いわき市海竜の里センター
▶ 参加費　大人 1,000 円、子供 500 円　※ 入館料、発掘費を含みます。
▶ 持参品　活動しやすい服装、軍手、弁当
▶ 問　自然観察ステーション　☎ 61-1546

秋季特別展「蒲生氏の時代～暮らしの中の天下統一～」を開催します
　三春の殿様と言えば、戦国時代の田村氏、江戸時代の秋田氏を思い浮かべると思いますが、その間 40 年に渡っ
て会津の蒲生氏が三春を支配していた時代がありました。
　蒲生氏は、豊臣政権の代理人として奥羽仕置を進め、社会や産業の制度や基盤を整備することで、名実ともに天
下統一を完成させ、時代は中世から近世へと大きく変化しました。
　この展示では、天下統一をキーワードに、蒲生氏、城代、検地、城下町などについて、古文書や発掘調査の成果
を紹介し、蒲生氏によって三春にもたらされた暮らしの変化に迫ります。
▶ 日　時　10 月 10 日（土）〜 11 月 23 日（月・祝）午前 9 時〜午後 4 時 30 分（入館は 4 時まで）
▶ 休館日　月曜日（祝祭日の時は翌日）
▶ 入館料　一般・大学生：500 円、小中高校生：250 円
※ 10 月 31 日（土）は東北文化の日により無料です。
▶ 関連講座
① 歴史講座「蒲生氏の時代」（資料館研修室、定員 30 名）
　10 月 17 日・24 日（土）午前 10 時〜 12 時
　資料代（800 円程度）が必要です。事前に申し込みください。
② 「三春城を攻略しよう！」（三春城跡の現地散策）
　11 月 14 日（土）午前 10 時　役場駐車場集合
　参加費無料、事前申し込み不要です。荒天の場合は中止します。
③ ギャラリートーク（展示解説）
　10 月 24 日、11 月 14 日（土）午後 2 時〜
　事前申し込み不要、入館料が必要です。
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図書館・児童館・子育て支援センター・保健センター今月の行事
　図書館・児童館・子育て支援センター・保健センターの今月の行事をお知らせします。詳しい内容はお問い合わせください。

〈子育て支援センター☎ 62-2748〉

子育て支援
センター

就学前の10月生まれの
お子さんと保護者6組

親子遊びを保育士と一緒に楽しみます。
その後、お母さんのための元気が湧いてくる交流会を開きます。
交流会の間、お子さんは遊びを楽しみます。
お子さん、お母さんに困ったことがあれば、個別相談もできます。

スタッフと一緒に手遊びやお話を楽しみます。

身体測定や手形を押して自分だけの誕生カードを作り、大き
なケーキを囲んでお祝いをします。
10月生まれのお友達集まってね。

離乳食期のお子さん
と保護者

町の栄養士から具体的に話を聞きます。
母子手帳をご持参ください。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
時間をもってみませんか。

親子ふれあい教室

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

おはなし「あのね」
の日

10月23日（金）
10時～11時30分

お誕生日のつどい
（要予約）

10月2日（金）
10時45分～11時

10月26日（月）
10時～11時
申込期限10月19日（月）

特になし

就学前のお子さん
とお母さん

内　容

のびのびの日
食育講座（離乳食講座）

10月7日（水）
9時30分～11時

〈中央児童館☎ 62-8666〉

10月3日（土）
13時30分

中央児童館

図書館ボランティアによる絵本・紙芝居の読み聞かせ
ビデオ上映

ボランティアさんへのプレゼント制作

三春大神宮に行って、お神楽を見物します。帰りは出
店にまわって買い物を楽しみます。
持ち物：帽子、水筒、おこづかい

テーマ「ピクニックのおべんとう」

「お皿をつくろう」土をこねて、お皿の形に作ります。
作品は乾かして焼いてから後日渡すようになります。
参加費：300円　指導者：教育ボランティアの皆さん

ミニシアター

対　象行　事 日　時 場　所
10月3日（土）
10時

小学生

おりがみクラブ

ボランティア活動

理科クラブ

10月17日（土）
9時30分
10月24日（土）
９時集合
申込期限10月7日（水）

小・中学生と保護者

幼児・児童・保護者
幼児は保護者同伴

内　容

クラブ員

三春大神宮祭礼
を見学しよう 小・中学生

10月10日（土）
14時30分～16時
申込期限10月5日（月）

〈町民図書館☎ 62-3375〉

10月14・28日（水）
10時30分～11時絵本とわらべ唄

対　象行　事 日　時 場　所

町民図書館日曜おはなし会 10月11日（日）
10時30分～11時

乳幼児と保護者、妊婦

幼稚園児と小学生低学年

木曜おはなし会 10月8・15日（木）
放課後 小学生低学年

〈保健センター☎ 62-5110〉

平成27年6月5日
～7月10日生まれ

3歳児

平成26年3月3日
～4月12日生まれ
平成24年7月1日
～7月31日生まれ 母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル・尿

母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・バスタオル・こどもノート

保健センターを開放します。保健センター開放日

平成27年1月1日
～1月31日生まれ 母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル

献血
  9時30分～11時00分　　自然観察ステーション
12時30分～14時30分　　三春南東北リハビリテーション・ケアセンター
15時00分～17時00分　　三春サーモ（株）三春工場

10月8日（木）

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

10月20日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

10月22日（木）
13時～13時15分受付
10月21日（水）
13時～13時15分受付

1歳6か月児

10月9・23日（金）
9時～15時30分 特になし

9～10か月児 10月28日（水）
9時集合

保健センター

町立三春病院
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

奇
縁
七
景
︵
乾
ル
カ
︶
／
太
閣
の
巨
い
な

る
遺
命︵
岩
井
三
四
二
︶／
珈
琲
屋
の
人
々

宝
物
を
探
し
に
︵
池
永
陽
︶
／
太
陽
は
気

を
失
う︵
乙
川
優
三
郎
︶／
偽
造
同
盟︵
岡

田
秀
文
︶
／
連
鶴
︵
梶
よ
う
子
︶
／
十
号

室
︵
加
藤
元
︶
／
抱
く
女
︵
桐
野
夏
生
︶

／
ザ
・
原
発
所
長
上
・
下
︵
黒
木
亮
︶
／

毒
草
師
パ
ン
ド
ラ
の
鳥
籠
︵
高
田
崇
史
︶

／
冥
途
あ
り
︵
長
野
ま
ゆ
み
︶
／
怪
盗
グ

リ
フ
ィ
ン
対
ラ
ト
ウ
ィ
ッ
ジ
機
関
︵
法
月

綸
太
郎
︶／
真
昼
の
心
中︵
坂
東
眞
砂
子
︶

／
ベ
ト
ナ
ム
の
桜
︵
平
岩
弓
枝
︶
／
晴
れ

た
ら
い
い
ね
︵
藤
岡
陽
子
︶
／
お
ち
ゃ
っ

ぴ
い
︵
堀
川
ア
サ
コ
︶
／
あ
の
家
に
暮
ら

す
四
人
の
女
︵
三
浦
し
を
ん
︶
／
村
上
さ

ん
の
と
こ
ろ
︵
村
上
春
樹
︶
／
国
を
救
っ

た
数
学
少
女
︵
ヨ
ナ
ス
・
ヨ
ナ
ソ
ン
︶

今月の お すす め 本
絶
対
に
見
ら
れ
な
い
世
界
の
秘
宝
99
／
原

爆
と
戦
っ
た
特
攻
兵
／
真
田
幸
村
と
真
田

一
族
の
す
べ
て
／
湯
川
博
士
、
原
爆
投
下

を
知
っ
て
い
た
の
で
す
か
／
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
国
家
改
造
計
画
／
格
差
固
定
／
ど
う

※ 新着コーナーには、10 月 8 日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

イ
ラ
ス
ト
版
子
ど
も
の
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
／
中
学
時
代
に
ガ
ン
バ
れ
る
40
の

言
葉
／
子
ど
も
た
ち
へ
、
今
こ
そ
伝
え
る

戦
争
／
は
じ
め
て
の
こ
う
さ
く
／
ル
ー
ク

と
ふ
し
ぎ
な
歌
／
丸
天
井
の
下
の
「
ワ
ー

オ
！
」
／
波
の
そ
こ
に
も
／
わ
ら
い
の
王

子
様
／
影
な
き
者
の
歌
／
ペ
ン
ギ
ン
は
、

ぼ
く
の
ネ
コ
／
パ
ー
シ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン

と
オ
リ
ン
ポ
ス
の
神
々
全
５
巻
／
い
ち
ば

に
い
く
フ
ァ
ル
ガ
さ
ん
／
お
よ
げ
な
い
さ

か
な
／
そ
ら
い
ろ
男
爵
／
マ
マ
が
お
ば
け

に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
！
／
ち
い
さ
な
お
お
き

な
き
／
よ
う
こ
そ
会
津
へ
～
会
津
の
三
泣

き
～

『としょかんへいこう』斉藤洋／
作 田中六大／絵 講談社
　図書館って、どんなところだ
ろう？迷路や間違い探し、クイ
ズなどで、遊びながら図書館の
使い方が学べる絵本です。10 月
27 日からは、読書週間。当館
でもさまざまなイベントを開催
する予定です。子どもも大人も、
図書館にぜひお越しください。

す
る
？
親
の
家
の
空
き
家
問
題
／
60
代
の

生
き
方
・
働
き
方
／
自
殺
し
な
い
た
め
の

99
の
方
法
／
日
本
と
中
国「
歴
史
の
接
点
」

を
考
え
る
／
日
本
の
火
山
図
鑑
／
も
し
も

あ
の
動
物
と
暮
ら
し
た
ら
!?
／
今
に
活
き

る
大
正
健
康
法
食
養
篇
／
大
転
換
新
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
の
か
た
ち
／
ト
コ
ト
ン

や
さ
し
い
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
の
本
／
わ
た

し
の
お
財
布
／
好
印
象
を
与
え
る
マ
マ
＆

パ
パ
の
子
連
れ
マ
ナ
ー
／
知
識
ゼ
ロ
か
ら

の
畜
産
入
門
／
世
界
の
巨
樹
と
絶
景
の
森

／
か
ん
た
ん
楽
し
い
紙
版
画
／
福
島
の
原

風
景
を
歩
く

　

秋
の
読
書
週
間
と
町
文
化
祭
に

ち
な
み
、
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。

★ 

や
さ
し
い
製
本
講
座

　

ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
本
と
同
じ
つ

く
り
の
メ
モ
帳
を
実
際
に
作
り
な

が
ら
、
本
の
構
造
や
製
本
の
方
法

を
学
び
ま
す
。

▼ 

日
時　
10
月
16
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

▼ 
場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

　

２
階
学
習
室
C
・
D

▼ 

参
加
費　
無
料

▼ 

持
参
品　
エ
プ
ロ
ン
、
汚
れ
て

　

も
よ
い
タ
オ
ル
２
枚
、
昼
食

▼ 

講
師　
キ
ハ
ラ
株
式
会
社

▼ 

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

★ 

布
絵
本
講
習
会

　

エ
コ
バ
ッ
ク
に
、
フ
ェ
ル
ト
で

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
ア
ッ
プ
リ
ケ
を

し
ま
す
。
託
児
付
き
で
マ
マ
さ
ん

も
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
を
過
ご
せ

ま
す
。

▼ 

日
時　
10
月
30
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

　

２
階
和
室

▼ 

材
料
費　
５
０
０
円（
布
・
糸
代
）

▼ 

持
参
品　
裁
縫
用
具

▼ 

講
師　
布
絵
本
グ
ル
ー
プ

▼ 

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

 

図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

２
０
１
５
開
催

『としょかんへいこう』斉藤洋／

★ 

特
別
お
は
な
し
会

　

通
常
の
お
は
な
し
会
の
内
容
を

拡
大
し
て
行
い
ま
す
。
い
つ
も
は

お
は
な
し
会
に
な
か
な
か
来
ら
れ

な
い
皆
さ
ん
も
、
大
型
絵
本
や
紙

芝
居
な
ど
、
お
は
な
し
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
10
月
31
日
（
土
）

　

午
前
11
時
～
（
30
分
程
度
）

▼ 

場
所　
町
民
図
書
館

★ 

古
本
リ
ユ
ー
ス
市

　

10
月
27
日
（
火
）
～
11
月
１
日
（
日
）

　

皆
さ
ん
か
ら
不
要
に
な
っ
た
本

を
集
め
、
無
料
で
配
布
す
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
他
の
方
に
譲
っ
て
も

良
い
本
を
お
持
ち
の
方
は
、
10
月

23
日
（
金
）
ま
で
に
町
民
図
書
館

へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

★ 

お
す
す
め
本
ミ
ス
テ
リ
ー
パ
ッ
ク

　

10
月
27
日
（
火
）
～
11
月
１
日
（
日
）

　

テ
ー
マ
ご
と
に
図
書
館
員
が
選

ん
だ
お
す
す
め
の
本
を
、
２
冊
か

ら
３
冊
の
パ
ッ
ク
に
し
て
貸
出
し

ま
す
。
何
が
入
っ
て
い
る
か
は
お

楽
し
み
で
す
。

▼ 

申
込
・
問　
町
民
図
書
館

　
　
　
　
　
　

☎
62-

３
３
７
５ 布絵本講習会の見本

〈
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
の
方
へ
の
お
知
ら
せ
〉

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
手
続
き

の
時
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
10
月
以

降
に
届
い
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通

知
カ
ー
ド
」
は
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
各
種
申

請
書
や
届
出
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

記
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

手
続
き
を
す
る
窓
口
に
必
ず
「
通
知

カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、「
通
知
カ
ー
ド
」
の
ほ
か
、

官
公
署
か
ら
発
行
さ
れ
た
年
金
手

帳
、
被
保
険
者
証
の
２
点
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６
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〈
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
の

お
し
ら
せ
〉

　

誰
に
話
し
た
ら
い
い
の
か
、
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
、
心
配
事

や
悩
み
事
を
か
か
え
て
、
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
「
こ
こ

ろ
の
健
康
相
談
会
」
を
、
開
催
し
て

い
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
（
完
全
予
約
制
）
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
10
月
13
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
４
時

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

相
談
担
当　
コ
ス
モ
ス
通
り
心
身

　

医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師 

圓
口
博
史

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　

 　
　
　
　
　

☎
62-

５
１
１
０

〈
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
〉

★ 

後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料

　
の
納
付
可
能
期
間
の
延
長
）
開
始

　

過
去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
で
き
る
「
10
年

の
後
納
制
度
」
は
９
月
30
日
で
終
了

し
ま
し
た
。

　

新
た
に
過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘

れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
「
５
年
の
後
納
制
度
」

が
、
10
月
１
日
か
ら
３
年
限
り
の
特

例
と
し
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
な
ど
は
、
後
納
制
度
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
」
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★ 

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

　
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
は
国

　
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
お
勧

　
め
し
ま
す

　

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計

算
す
る
と
き
に
、
保
険
料
の
免
除

や
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が

あ
る
場
合
は
、
保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
場
合
と
比
べ
て
年
金
額
が

低
額
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
た
期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て

〈
集
団
け
ん
し
ん
を
追
加
実

施
し
ま
す
〉

　

今
年
度
ま
だ
け
ん
し
ん
を
受
け

て
い
な
い
方
の
た
め
に
、
追
加
で
実

施
し
ま
す
。
４
月
中
旬
頃
、
19
歳
以

上
の
対
象
と
な
る
方
全
員
に
黄
色
い

封
筒
で
該
当
す
る
け
ん
し
ん
の
受
診

録
を
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
。
封
筒
の

内
容
を
確
認
し
、
年
に
１
度
は
け
ん

し
ん
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
受
診
録
や
容
器
が
必
要

な
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
事
前
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
11
月
２
日
（
月
）

　
　

午
前
７
時
30
分
～
９
時
受
付

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

受
け
ら
れ
る
け
ん
し
ん
の
種
類

　

特
定
健
診
（
国
保
、
社
保
被
扶

養
者
）、一
般
健
診
（
後
期
高
齢
者
、

39
歳
以
下
）、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
、
肺
が
ん
検
診
、
胃
が
ん
検
診
、

大
腸
が
ん
検
診
、
前
立
腺
検
診

※ 

加
入
保
険
や
年
齢
な
ど
に
よ
り

受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

▼ 

持
ち
物　
総
合
健
診
受
診
録
、

特
定
健
診
受
診
券
、
保
険
証
、

尿
ス
ポ
イ
ト
、
大
腸
が
ん
検
査

容
器
、
自
己
負
担
金
な
ど
（
受

診
項
目
に
よ
り
異
な
る
）

▼ 

注
意　
今
年
度
受
診
済
み
の
方

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
医
療
機
関
で
も
け
ん
し
ん
を
受
け
ら
れ
ま
す
〉

　

11
月
30
日
ま
で
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
施
設
け
ん
し
ん
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼ 

特
定
健
診
対
象
者　
40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
国
保
加
入
者

▼ 

が
ん
検
診
対
象
者　
40
歳
以
上
の
方

▼ 

申
込
方
法　
実
施
医
療
機
関
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

持
ち
物　
総
合
健
診
受
診
録
ま
た
は
健
診
受
診
済
証
、
特
定
健
診
受
診

券
、
保
険
証
、
自
己
負
担
金
な
ど

医療機関名 連絡先

62-2473西山医院

特定健診
がん検診

バ
リ
ウ
ム
検
査

血
圧
／
尿

診
察
／
血
液 

等

胃
カ
メ
ラ
検
査

胸
部
Ｘ
線
検
査

便
潜
血
検
査

胃 肺 大腸

62-2630石川医院

62-3015矢吹医院

61-1500のざわ内科クリニック

73-8155三春町立三春病院
＊火木土のみ(完全予約制)

62-6333雷クリニック

62-3239春山医院

61-2777せんざき医院

◆ 

実
施
医
療
機
関

※ 

表
の
実
施
医
療
機
関
以
外
に
田
村
市
・
小
野
町
の
医
療
機
関
で
も
実
施

　

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

注
意　
町
が
配
布
し
た
大
腸
が
ん
検
査
容
器
は
、
施
設
け
ん
し
ん
で
は

使
え
ま
せ
ん
。
ご
不
用
の
容
器
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
回
収
し
て
い
ま

す
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
62-

３
１
６
６
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は
、
後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る

こ
と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

追
納
を
行
う
場
合
は
、
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
年
金
事
務
所
で

申
し
込
み
を
行
う
と
、
厚
生
労
働

大
臣
の
承
認
を
受
け
た
う
え
で
、

納
付
書
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
古
い

期
間
か
ら
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

追
納
が
で
き
る
の
は
追
納
が
承

認
さ
れ
た
月
の
前
10
年
以
内
の
免

除
等
期
間
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
免
除
等
期
間
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降

に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、

承
認
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
額

に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
目

の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※ 

追
納
の
お
申
込
み
・
ご
相
談
は

　

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

　

を
お
手
元
に
ご
用
意
の
う
え
、

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
郡
山
年
金
事
務
所

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

　
　
　

 

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　

 

☎
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

〈「
労
使
困
り
ご
と
無
料
相
談
会
」

の
お
知
ら
せ
〉

　

皆
さ
ん
の
職
場
に
お
け
る
賃
金
や

労
働
時
間
な
ど
の
労
働
条
件
、
解
雇
、

退
職
等
に
関
す
る
困
り
ご
と
に
つ
い

て
、
現
地
お
よ
び
電
話
で
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
労
使
困
り
ご
と
相
談
は
、
平

日
の
来
所
や
電
話
で
の
相
談
の
ほ
か
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
やE-m

ail

な
ど
で
も
随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
。
ま
た
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

開
催
日
時　
10
月
18
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼ 

会
場

▽ 

福
島
会
場　
福
島
県
労
働
委
員

　

会
事
務
局
（
福
島
市
中
町
８-

２

　

福
島
県
自
治
会
館
４
階
）

▽ 

郡
山
会
場　
郡
山
市
労
働
福
祉

　

会
館
（
郡
山
市
虎
丸
町
７-

７
）

▼ 

問　
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
５
９
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４-

５
２
１-

７
５
９
６

　

E
-m

a
il　

ro
u

d
o

u
so

u
d

a
n

@
pref.fukush

im
a.lg.jp

〈
平
成
27
年
産
牧
草
・
飼
料

作
物
に
つ
い
て
〉

　

草
地
更
新
（
除
染
）
後
、
未
検

査
の
牧
草
地
、
若
し
く
は
新
た
に

播
種
し
た
牧
草
地
に
つ
い
て
は
、

放
射
性
物
質
の
検
査
を
行
い
、
利

用
の
可
否
を
判
断
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
牛
へ
の
給
与
を
希
望
さ

れ
る
方
は
必
ず
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
野
草
の
給
与
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
自
粛
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

９
月
18
日
現
在
の
三
春
町
に
お

け
る
利
用
判
断
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼ 

永
年
生
牧
草
（
オ
ー
チ
ャ
ー
ド

　
グ
ラ
ス
、
リ
ー
ド
カ
ナ
リ
ー
グ

　
ラ
ス
、
チ
モ
シ
ー
な
ど
）

　

草
地
更
新
（
除
染
）
し
た
農
家

〈
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

○ 

面
接
相
談
日
の
予
約

　

個
別
相
談
（
関
係
書
類
等
に
よ
り

具
体
的
な
事
実
関
係
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
相
談
等
）
に

つ
い
て
、
来
署
に
よ
る
面
接
相
談
を

希
望
さ
れ
る
場
合
、
待
ち
時
間
な
く

ご
相
談
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め

面
接
相
談
日
時
の
予
約
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
税
、
贈
与
税
、
譲
渡

所
得
お
よ
び
財
産
評
価
に
関
す
る
個

別
相
談
の
来
署
に
よ
る
面
接
相
談
日

は
、
原
則
毎
週
火
曜
日
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○ 
東
京
電
力
㈱
か
ら
支
払
い
を
受

　
け
る
営
業
損
害
（
将
来
分
）
に

　
対
す
る
賠
償
金
の
取
扱
い

　
避
難
指
示
な
ど
に
よ
り
業
務
に

従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
や
風
評
被
害
な
ど
に
よ
る
減

収
分
に
対
し
て
支
払
を
受
け
る
賠

償
金
は
、
事
業
所
得
等
の
収
入
金

額
に
な
り
ま
す
。

　

新
た
な
営
業
損
害
賠
償
と
し
て

一
括
で
支
払
い
を
受
け
る
営
業
損

害
（
将
来
分
）
に
対
す
る
賠
償
金

（
※
１
）
は
、
一
定
の
事
実
が
生

じ
た
場
合
に
は
精
算
す
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
精
算
の

対
象
期
間
（
５
年
＝
60
か
月
）
中

の
時
の
経
過
に
応
じ
、
精
算
の
対

象
期
間
中
の
各
年
分
の
収
入
（
※

２
）
と
し
て
事
業
所
得
な
ど
の
収

入
金
額
に
算
入
し
ま
す
。

　

な
お
、
中
小
法
人
の
収
益
計
上

時
期
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。

（
※
１
）　

平
成
27
年
３
月
（
避
難

　

指
示
区
域
外
は
平
成
27
年
８
月
）

ご
と
に
利
用
の
可
否
を
判
断
す
る
。

※ 

平
成
24
〜
26
年
度
に
利
用
可
能
と

　

な
っ
た
牧
草
地
に
つ
い
て
は
、
検

　

査
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

単
年
生
飼
料
作
物

▽ 

イ
ネ
科
飼
料
作
物（
麦
類
、ヒ
エ
、

イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
な
ど
）

　

青
刈
利
用
、
サ
イ
レ
ー
ジ
・
乾

草
利
用
と
も
農
家
ご
と
に
利
用
の

可
否
を
判
断
す
る
。

▽ 

イ
ネ
科
長
大
作
物
（
飼
料
用
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ

ス
、
ソ
ル
ゴ
ー
な
ど
）

　

利
用
可
能

▽ 

稲
発
酵
粗
飼
料
（
ホ
ー
ル
ク

ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
）

　

農
家
ご
と
に
利
用
の
可
否
を
判

断
す
る
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

　
　
　

 

県
中
農
林
事
務
所 

田
村
農
業
普
及
所

　
　
　

 

☎
62-

３
１
１
３

〈
秋
の
農
作
業
安
全
運
動
〉

　

田
村
地
域
で
は
、
今
年
４
月
か

ら
５
月
に
３
件
の
農
作
業
死
亡
事

故
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

収
穫
作
業
な
ど
忙
し
く
な
る
秋

は
、
農
作
業
事
故
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
秋
作
業
に
多
い
次
の
事

故
に
特
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▽ 
巻
き
込
ま
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ

　

う
！

▽ 

ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
倒
に
注
意
し

　

ま
し
ょ
う
！

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２
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健　

康

年　

金

税　

金

農　

業

仕　

事

　

以
降
将
来
に
わ
た
る
損
害
に
対
し

　

て
、
減
収
率
１
０
０
％
の
年
間
逸

　

失
利
益
の
２
倍
（
避
難
指
示
区
域

　

外
は
直
近
の
減
収
に
基
づ
く
年
間

　

逸
失
利
益
の
２
倍
）
が
一
括
し
て

　

支
払
わ
れ
ま
す
。

（
※
２
）　

毎
月
、
賠
償
金
額
の
60
分

　

の
１
相
当
額
を
60
か
月
に
わ
た
り

　

事
業
所
得
の
総
収
入
金
額
に
算
入

　

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼ 

問　
郡
山
税
務
署

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

２
０
４
１



〈
第
２
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催
〉

　

市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
実
行
委
員
会
・
福
島

民
報
社
主
催
に
よ
る
標
記
大
会

が
、
10
月
17
日
か
ら
、
相
馬
市
の

相
馬
光
洋
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
東
日
本
大
震
災

復
興
事
業
と
し
て
開
催
す
る
も
の

で
、
県
内
市
町
村
の
交
流
促
進
と

地
域
活
性
化
等
を
目
的
に
開
催
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

三
春
町
チ
ー
ム
は
、
町
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
加
盟
チ
ー
ム
か
ら
の

選
抜
選
手
で
編
成
さ
れ
た
投
打
共

に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
チ
ー
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

初
戦
は
、
10
月
24
日
（
土
）
の

第
３
試
合
（
午
後
１
時
開
始
予
定
）

で
、
矢
祭
町
チ
ー
ム
と
中
島
村

チ
ー
ム
の
勝
者
と
対
戦
し
ま
す
。

　

三
春
町
チ
ー
ム
の
健
闘
を
願

い
、
遠
方
で
す
が
ぜ
ひ
応
援
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　

☎
62-

３
８
３
７

昨年の大会のようす

湯峰初夫さん
（御祭）

☎ 62-2391

長谷川ミサ子さん
（八島台）
☎ 62-6107

▼ 

三
春
町
の
行
政
相
談
員

〈
行
政
相
談
週
間
〉

　

10
月
19
日
（
月
）
〜
25
日
（
日
）

ま
で
の
一
週
間
は
、「
行
政
相
談

週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所
や
特
殊
法

人
な
ど
の
仕
事
に
関
し
て
、
苦
情

や
困
っ
て
い
る
こ
と
、
心
配
な
こ

と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
要
望
し

た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す

る
も
の
で
す
。

　

行
政
相
談
は
随
時
行
政
相
談
委

員
が
自
宅
な
ど
で
相
談
に
応
じ
て

い
る
ほ
か
、
月
一
回
役
場
等
で
行

政
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

○ 

10
月
は
「
行
政
書
士
制
度
広
報

　
月
間
」
で
す

　

福
島
県
行
政
書
士
会
で
は
、
行

政
書
士
制
度
の
普
及
・
浸
透
を
図

る
た
め
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え
る

住
民
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

相
談
内
容　
遺
言
・
相
続
関
係
・

　

離
婚
関
係
・
契
約
関
係
・
土
地

　

建
物
関
係
・
営
業
許
可
関
係
・

　

自
動
車
関
係
・
債
権
・
債
務
関

　

係
・
交
通
事
故
関
係
な
ど

○ 

行
政
相
談
委
員
・
行
政
書
士
に

　
よ
る
無
料
合
同
相
談
会

▼ 

日
時　
10
月
13
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼ 

場
所　
三
春
町
役
場

▼ 

問　
福
島
県
行
政
書
士
会

　
　

 　

☎
０
２
４-

９
４
２-

２
０
０
１

　
　
　

 

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　

 　

☎
62-

８
１
２
６

〈
平
成
27
年
度
こ
お
り
や
ま

障
が
い
者
就
職
面
接
会
〉

　

仕
事
を
お
探
し
の
障
が
い
者
の

皆
さ
ん
と
企
業
の
採
用
担
当
者
が

一
堂
に
会
し
、
お
互
い
に
理
解
を

深
め
な
が
ら
面
接
で
き
る
機
会
で

す
。
仕
事
を
探
し
て
い
る
障
が
い

者
の
皆
さ
ん
、
就
職
面
接
会
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

就
職
面
接
会
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
求
職
登
録
、
参
加
申
込
み
が

必
要
で
す
。

▼ 

日
時　
10
月
13
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼ 

会
場　
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

　

し
ま
多
目
的
展
示
ホ
ー
ル
A

▼ 

対
象　
障
が
い
者
、
障
が
い
者

　

採
用
を
検
討
し
て
い
る
企
業

▼ 

参
加
企
業　
約
40
社

▼ 

主
催　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山
・

　

福
島
労
働
局

▼ 

共
催　
郡
山
市
・
田
村
市
・
三

　

春
町
・
小
野
町

▼ 

申
込
・
問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山

　

 　
☎　

０
２
４-

９
４
２-

８
６
０
９

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
４-

９
４
１-

２
３
６
３

〈
平
成
28
年
三
春
町
成
人
式
〉

　

町
内
に
住
民
登
録
（
平
成
27
年

９
月
１
日
現
在
）
さ
れ
て
い
る
方

に
案
内
状
を
11
月
初
旬
頃
に
郵
送

し
ま
す
。
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い

な
い
方
で
、
三
春
町
の
成
人
式
に

出
席
を
希
望
す
る
方
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
平
成
28
年
１
月
10
日（
日
）

※ 

成
人
の
日
前
日

▽ 

受
付　
午
後
０
時
30
分

▽ 

式
典　
午
後
１
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
」

▼ 

該
当
者　
平
成
７
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
方
で
、
町
内
在
住

　

者
ま
た
は
出
身
者

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

 　
　

☎
62-

３
８
３
７

〈
ガ
ス
機
器
に
よ
る
火
災
・

事
故
の
防
止
〉

　

ガ
ス
機
器
は
、
取
り
扱
い
を
誤

る
と
火
災
や
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
用
中
は
絶
対

　

に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

▽ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
近
く
に
燃
え
や

　

す
い
物
を
置
か
な
い
。

▽ 

ゴ
ム
管
は
定
期
的
に
点
検
し
、
異

　

常
が
あ
る
も
の
は
取
り
替
え
る
。

▽ 

ガ
ス
器
具
を
長
時
間
使
用
す
る

　

時
は
、
定
期
的
に
換
気
す
る
。

▼ 

問　
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
２
３-

１
８
７
８

〈
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
の
お
知
ら
せ
〉

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
中

小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
外

部
積
立
型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

▽ 

掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

▽ 

掛
金
は
全
額
非
課
税

▽ 

社
外
積
立
型
で
管
理
が
簡
単

▽ 

パ
ー
ト
さ
ん
の
加
入
も
Ｏ
Ｋ

▼ 

問　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退

　

職
金
共
済
機
構
中
小
企
業
退
職

　

金
共
済
事
業
本
部

　

☎
03-

６
９
０
７-

１
２
３
４

　

な
お
、
大
会
日
程
は
、
雨
天
等

に
よ
り
順
延
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

30



31

仕　

事

ス
ポ
ー
ツ

暮
ら
し

〈
さ
く
ら
湖
自
然
環
境
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
５
開
催
〉

　

今
回
で
16
回
目
を
数
え
る
「
さ

く
ら
湖
自
然
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「『
さ

く
ら
湖
』
を
知
ろ
う
～
ダ
ム
湖
内

の
生
き
物
の
は
な
し
～
」
を
テ
ー

マ
に
地
元
研
究
機
関
に
よ
る
報

告
、
小
学
生
に
よ
る
研
究
発
表
、

弘
前
大
学
大
高
明
史
教
授
に
よ
る

基
調
講
演
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
テ
ー
マ
に
関
係
す
る
実

験
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
わ
か

り
や
す
い
内
容
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▼ 

日
時　
10
月
14
日
（
水
）

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

※ 

入
場
無
料

▼ 

場
所　
さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン

▼ 

問　
さ
く
ら
湖
自
然
環
境
フ
ォ
ー

　

ラ
ム
実
行
委
員
会
（
三
春
交
流
館
内
）

　

☎
62-

３
８
３
７

〈
第
４
回
飼
い
犬
の
し
つ
け

方
教
室
開
催
〉

　

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
参

加
料
は
無
料
で
す
。

▼ 

学
科
講
習　
11
月
４
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼ 

実
技
講
習　
11
月
11
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼ 

場
所　
い
ず
れ
も
県
中
保
健
福

　

祉
事
務
所
２
階
大
会
議
室
（
須

　

賀
川
市
旭
町
１
５
３-

１
）

▼ 
注
意
事
項

▽ 
学
科
講
習
は
、
飼
い
主
さ
ん
の

　

み
の
参
加
で
す
。
飼
い
犬
は
連

　

れ
て
こ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽ 

実
技
講
習
は
、
飼
い
犬
同
伴
で

　

の
参
加
で
す
。

▽ 

狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
登
録

　

お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実

　

施
し
て
い
な
い
犬
の
参
加
は
で

　

き
ま
せ
ん
。

▽ 

感
染
予
防
の
た
め
、
混
合
ワ
ク

　

チ
ン
の
未
接
種
の
飼
い
犬
は
参

　

加
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

第
５
回
は
平
成
28
年
２
月
に
予
定
。

▼ 

申
込
方
法　
電
話
、
来
所

▼ 

申
込
・
問　
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
０
２
４
８-

75-

７
８
２
１

　

み
ー
こ
ん
で
は
、
全
員
と
話

が
で
き
る
「
ぐ
る
ぐ
る
自
己
紹

介
ト
ー
ク
」
か
ら
始
ま
っ
て
、

軽
食
を
楽
し
み
な
が
ら
の

「
フ
リ
ー
ト
ー
ク
」、
最
後
に
、

も
っ
と
仲
良
く
な
り
た
い
人
を

そ
っ
と
指
名
す
る
「
マ
ッ
チ
ン

グ
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

◆ 

日
時

　

11
月
21
日
（
土
）

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

◆ 

会
場

　

郡
山
市
の
カ
ク
テ
ル
バ
ー

Breathe

（
ブ
リ
ー
ズ
）
を
予
定

（
三
春
町
役
場
か
ら
会
場
ま
で

の
送
迎
予
定
有
）

◆ 

参
加
資
格

◇ 

男
性　
三
春
町
在
住
ま
た
は

　

町
内
事
業
所
に
勤
務
し
て
い

　

る
独
身
の
方

◇ 

女
性　
三
春
町
ま
た
は
近
隣

　

市
町
村
に
在
住
の
独
身
の
方

◆ 

年
齢

　

男
性
・
女
性
と
も
に
20
歳
か

ら
45
歳
ま
で

◆ 
定
員

　

男
性
・
女
性
と
も
に
10
名
程
度

◆ 

参
加
費
用

◇ 

男
性　
３
、０
０
０
円

◇ 

女
性　
１
、５
０
０
円

◆ 

申
込
締
切

　

11
月
13
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問

　

三
春
k
o
n
事
務
局
（
株
）

　

コ
ス
モ
ア
ト
リ
エ
内

　

☎ 

０
２
４-

９
２
３-

７
２
０
８

　

m
ikon@

cosm
o-a.co.jp

　
（
月
～
金
午
前
8
時
30
分
～

　

午
後
５
時
30
分
）

第
5
回
三
春
kon（
み
ー
こ
ん
）

参
加
者
大
募
集
！

い
つ
も
と
違
う
メ
ン
バ
ー
と
出
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か

出
会
っ
て
み
よ
う
か
な

　
三
春
町
で
は
、
若
者
の
出
会
い
の
場
創
出
事
業
と
し
て
、
平
成
27
年
度
三
春
町
婚
活
事
業

「
第
５
回
三
春
ｋ
ｏ
ｎ
」
を
開
催
し
ま
す
。
仕
事
が
忙
し
く
て
、
な
か
な
か
出
会
う
機
会
が
な

い
方
な
ど
、
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
５
組
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
ま
し
た
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
空
間
で
、
い
つ
も
と

違
う
メ
ン
バ
ー
と
出
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。



町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

三
春
町
定
住
促
進
住
宅
入
居
者
募
集

　

三
春
町
定
住
促
進
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

住
宅
の
概
要

▽ 

所
在
地　
三
春
町
桜
ヶ
丘
二
丁
目
１
番
地
の
３

▽ 

仕
様
等

　

構
造
・
Ｒ
Ｃ
５
階
建
て
全
40
戸
（
平
成
４
年
建
築
）
／
間
取
り
・
面
積

３
Ｄ
Ｋ
（
和
室
３
部
屋
６
畳
２
室
・
４
・
５
畳
１
室
）、
53
㎡
／
ガ
ス
・
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
（
集
中
管
理
方
式
）
／
水
道
・
三
春
町
上
下
水
道
／
電
気
・
東
北

電
力
／
下
水
・
合
併
処
理
浄
化
槽
／
駐
車
場
・
入
居
者
専
用
有
料
駐
車
場

各
戸
１
台
あ
り
／
そ
の
他
・
住
宅
入
居
者
専
用
集
会
所
、
遊
具
施
設
あ
り
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
し

▽ 

家
賃
／
敷
金　
１
・
２
・
３
階
４
万
円
・
月
／
家
賃
の
２
か
月
分（
８
万
円
）

▽ 

共
益
費
／
駐
車
場
使
用
料　
２
、７
５
０
円
・
月
／
３
、１
５
０
円
・
月

▽ 

入
居
条
件

（
１
）
入
居
申
込
者
の
前
年
所
得
に
12
分
の
１
を
乗
じ
た
金
額
が
、
月
額

　

家
賃
の
３
倍
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）
入
居
決
定
後
、
三
春
町
に
住
民
登
録
す
る
こ
と
。

▼ 

募
集
内
容　
１
・
２
・
３
階
の
空
き
部
屋
入
居
者
募
集
で
す
。（
即
入
居
可
）

▼ 

問　
三
春
町
定
住
促
進
住
宅
指
定
管
理
者 

株
式
会
社
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社

　
　
　

 

☎
62-

５
９
１
１

広　
告　
欄

● 

浄
化
槽
管
理
業
務
の
民
間
移
行
に
つ
い
て

　

田
村
地
方
広
域
行
政
組
合
（
田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、

行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
浄
化
槽
管
理
業
務
を
平
成
29
年
３
月
末
で
廃

止
し
、
現
在
当
組
合
と
ご
契
約
を
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
に
は
、
そ
れ

ま
で
に
民
間
業
者
へ
移
行
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
客
様
に
は
、
ご
自
宅
の
浄
化
槽
保
守
点
検
作
業
の
際
に
、
当
組
合
職

員
が
今
後
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
個
別
説
明
を
行
い
、
民
間
業
者
へ
の

契
約
移
行
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
ご
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー 

☎
82-
１
２
７
２

32

〈
量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）

を
交
換
し
ま
す
〉

　

計
量
法
に
よ
り
設
置
か
ら
８
年

を
経
過
し
た
量
水
器
（
水
道
メ
ー

タ
ー
）
は
新
品
と
交
換
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
該
当
す
る
量
水
器
は
、
次

の
公
認
業
者
が
、
該
当
す
る
お
宅
を

訪
問
し
、
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

止
水
栓
が
無
い
場
合
な
ど
、
設

置
の
状
況
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
交

換
が
で
き
な
か
っ
た
お
宅
に
は
、

後
日
、
担
当
よ
り
ご
連
絡
し
ま
す
。

▼ 

施
工
公
認
業
者

　
（
有
）
橋
本
設
備
、（
有
）
本
田

ポ
ン
プ
店
、（
有
）
栁
沼
設
備
、
吉

村
管
工
所
、
神
設
備
、（
株
）
三

立
設
備

▼ 

交
換
手
数
料　
無
料

※ 

業
者
が
料
金
を
請
求
す
る
こ
と

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

〈「
三
春
町
合
併
60
周
年
記
念

事
業
」
平
成
27
年
度
三
春
町

文
化
祭
の
お
知
ら
せ
〉

　

芸
術
文
化
の
普
及
と
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
も
三
春

町
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
三
春
町
合
併
60
周
年

記
念
事
業
を
掲
げ
、
町
内
の
文
化

団
体
等
が
活
動
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

鑑
賞
さ
れ
る
よ
う
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

▼ 

期
間　
10
月
16
日
（
金
）

～
11
月
８
日
（
日
）

▼ 

会
場　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

　

お
よ
び
文
化
伝
承
館

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
世
帯
配
布

　

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　

 

☎
62-

３
８
３
７

昨年の文化祭のようす

〈
福
島
県
議
会
議
員
一
般

選
挙
〉

▼ 

投
票
日　
11
月
15
日
（
日
）

　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

▼ 

告
示
日　
11
月
５
日
（
木
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
福
島
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
町
内
17
箇
所
の

投
票
所
で
午
前
７
時
か
ら
午
後
８

時
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

投
票
日
当
日
に
レ
ジ
ャ
ー
や
旅
行

↖︎
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● 

９
月
か
ら
10
月
は
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
の

　

重
点
実
施
期
間
で
す

　

長
く
ご
使
用
の
ク
ル
マ
に
は
、
細
や
か
な
ケ
ア
が
必
要
で
す
。
定
期
点

検
を
実
施
し
て
ク
ル
マ
の
不
具
合
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
安
全
確
保
と
環

境
保
全
に
は
、
ク
ル
マ
の
点
検
整
備
が
必
要
で
す
。

▼ 

問　
国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局 
☎
０
２
４-

５
４
６-

０
３
４
２

　
　
　
　

福
島
県
自
動
車
適
正
使
用
推
進
協
議
会
事
務
局 
☎
０
２
４-

５
４
６-

３
４
５
１

● 「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」
開
設
の
お
知
ら
せ

　

法
務
局
で
は
、
地
域
住
民
の
方
々
か
ら
日
常
生
活
で
の
様
々
な
心
配
ご

と
、
困
り
ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼ 

日
時　
10
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼ 

場
所　
郡
山
駅
前
「
ビ
ッ
グ
ア
イ
」（
７
階
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

▼ 

内
容　
不
動
産
・
商
業
登
記
の
手
続
き
、
土
地
の
境
界
問
題
（
含
む
筆

界
特
定
）、
遺
産
相
続
、
地
代
・
家
賃
等
の
供
託
、
戸
籍
・
国
籍
の
問
題
、

夫
婦
・
家
庭
内
の
問
題
、
成
年
後
見
、
公
証
に
関
す
る
こ
と
、
お
年
寄
り
・

子
ど
も
の
虐
待
、
い
じ
め
・
体
罰
問
題
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

障
が
い
者
の
差
別
問
題
、
風
評
被
害
に
よ
る
人
権
問
題
な
ど

▼ 

担
当
者　
法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
公
証
人
、

　

人
権
擁
護
委
員

▼ 

予
約
・
問　
福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局 

☎
０
２
４-

９
６
２-

４
５
０
０

● 

三
春
町
高
齢
者
作
品
展
示
会
作
品
募
集

　

三
春
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
10
月
19
日
～
21
日
に
開
催
す
る
三

春
町
高
齢
者
作
品
展
示
会
で
の
出
品
す
る
作
品
（
手
芸
品
・
木
工
品
・
わ

ら
工
品
・
園
芸
）
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　

出
品
資
格
者
は
、
町
内
在
住
60
歳
以
上
の
方
、
も
し
く
は
（
公
社
）
三

春
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
10
月
13
日

（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼ 

申
込
・
問　
三
春
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
三
春
町
福
祉
会
館
内
）

　
　
　
　
　
　

  
☎
62-

８
５
８
６

広　
告　
欄

33

暮
ら
し

募　

集

〈（
公
財
）
福
島
県
文
化
振
興

財
団
助
成
事
業
の
申
請
受
付
〉

　

県
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
の
本

拠
を
有
す
る
個
人
・
団
体
の
行
う

文
化
活
動
に
つ
い
て
助
成
事
業
の

申
請
を
受
付
け
ま
す
。

▼ 

対
象
時
期　
12
月
１
日

〜
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

　

成
果
発
表
事
業
、
発
表
会
な
ど

へ
の
参
加
事
業
、
文
化
財
の
保
護

事
業
な
ど
。

▼ 

申
込
方
法　
所
定
の
申
請
書
に

記
入
し
、
生
涯
学
習
課
の
窓
口

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
期
限　
10
月
31
日
（
土
）

▼ 

申
込・問　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

　
　
　

 　
　

  

☎
62-

３
８
３
７

〈
町
営
下
舞
木
墓
地
の
使
用

者
募
集
〉

　

町
営
下
舞
木
墓
地
の
墓
地
区
画
返

還
な
ど
に
伴
い
、
使
用
者
を
募
集
し
ま

す
。
使
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の

方
法
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

募
集
区
画　
４
区
画
（
№
１
８
１
、

　

№
２
６
４
、
№
２
６
５
、
№
２
６
６
）

▼ 

区
画
規
模　
１
区
画
５
㎡

　
　
　
（
２
・
０
ｍ
×
２
・
５
ｍ
）

▼ 

使
用
料　
１
区
画
34
万
円

※ 

使
用
料
の
ほ
か
に
年
間
２
千
円

　

の
管
理
料
が
必
要
で
す
。

▼ 

募
集
期
間　
10
月
13
日
（
火
）

　

～
21
日
（
水
）

▽ 

平
日
（
月
～
金
）　

午
前
８
時

　

30
分
～
午
後
５
時
15
分

▽ 

水
曜
延
長
窓
口　
午
後
７
時
ま
で

▼ 

申
込
み
条
件　

▽ 

三
春
町
民
で
あ
る
こ
と
。

▽ 

他
の
墓
地
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

▽ 

町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※ 

た
だ
し
、
特
別
な
事
情
が
あ
る

　

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
み
方
法　
役
場
１
階
住
民

課
窓
口
で
、
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

使
用
者
の
決
定
は
、「
遺
骨
を
お

持
ち
の
方
」
を
優
先
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
申
込
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

※ 

町
営
下
舞
木
墓
地
は
、
先
の
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た

箇
所
が
あ
り
ま
す
。
修
繕
等
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
申
込
み
の

際
は
、
必
ず
事
前
に
現
地
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問

　

住
民
課 
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-

２
１
４
７

↓
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か
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な
ど
の
私
用
や
、
仕
事
の
都
合
な
ど

で
投
票
に
行
け
な
い
方
は
期
日
前
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
広
報
み
は
る
11
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

問　
三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

事
務
局
（
総
務
課
内
）

　

☎
62-

２
１
１
１
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町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

う
つ
く
し
ま
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
養
成

　

研
修
会
を
開
催
し
ま
す

　

県
で
は
、「
う
つ
く
し
ま
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」
を
養
成
す

る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
に
関
心
が
あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼ 

日
時　
10
月
23
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

▼ 

場
所　
郡
山
市
中
央
公
民
館
（
郡
山
市
麓
山
一
丁
目
８-

４
）

▼ 

対
象　
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
関
心
が
あ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
活

　

動
推
進
員
の
活
動
を
し
て
み
た
い
方

▼ 

内
容　
地
球
温
暖
化
の
現
状
と
対
策
、
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

　

の
活
動
事
例
な
ど

▼ 

申
込
締
切
／
定
員　
10
月
16
日
（
金
）
／
40
名
（
先
着
順
）

▼ 

申
込
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
便
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
福
島
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４-

５
２
５-

８
８
９
２
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４-

５
２
３-

４
５
６
７

　

／
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

fukushim
a-ondanka.org

〈
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
〉

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居

資
格
所
得
基
準
に
よ
り
ま
す
。
敷

金
は
、
家
賃
の
３
か
月
分
で
す
。

　

家
賃
と
は
別
の
、
駐
車
場
使
用

料
、
共
益
費
、
組
費
な
ど
は
入
居

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼ 

入
居
資
格

① 

同
居
親
族
（
婚
約
者
・
内
縁
を

　

含
む
）
が
い
る
こ
と
。

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で
あ

　

る
こ
と
。

▽ 

公
営
住
宅

（
ア
）
一
般
世
帯
月
額
所
得
が
15
万

　

８
千
円
以
下

（
イ
）
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
世
帯

　

月
額
所
得
が
21
万
４
千
円
以
下

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と

▼ 

受
付
期
間

　

10
月
５
日
（
月
）
～
13
日
（
火
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

期
間
中
に
申
込
み
が
な
か
っ
た

住
戸
は
、
随
時
募
集
と
し
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、

必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
申
込

受
付
は
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

　

入
居
の
申
込
み
を
受
理
し
た
件

数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
に

つ
い
て
は
、
町
営
住
宅
入
居
者
選

考
委
員
会
を
開
催
し
決
定
し
ま
す
。

▼ 

入
居
予
定　
平
成
27
年
11
月

駅南ヶ団地
（中耐4階建・S57年）
かつぎばし団地

（中耐3階建・H元年）

団地名／構造・建築年
八島台五丁目1番地の3

担橋一丁目5番地の4

所在地

家賃：15,000円～29,500円

家賃：20,700円～40,700円

3DK

3LDK

１戸

１戸

募集戸数間取 備考
2階

（201号）
3階

（321号）

※ かつぎばし団地には、駐車場があります。駐車場使用料は１か月 2,000 円です。

◆ 募集する団地（公営住宅）▼ 

申
込
・
問　

　

建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-

２
１
１
３

● 
田
村
広
域
行
政
組
合
臨
時
職
員
募
集

　

田
村
広
域
行
政
組
合
で
は
、
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 
職
種
・
募
集
人
員　
臨
時
技
能
員
若
干
名

▼ 

仕
事
内
容　
し
尿
収
集
運
搬
業
務（
収
集
エ
リ
ア
は
田
村
市
、三
春
町
、小
野
町
） 

▼ 

勤
務
場
所　
田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー

▼ 

雇
用
期
間　
雇
用
の
日
か
ら
６
か
月

▼ 

応
募
資
格　
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
不
可
）

▼ 

賃
金
等　
日
額
６
、１
０
０
円
～
９
、３
０
０
円
・
手
当
あ
り
・
加
入
保

　

険
等
：
社
会
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保
険

▼ 

勤
務
時
間　
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
45
分
・
時
間
外
勤
務
あ
り

　
（
月
平
均
４
時
間
程
度
）

▼ 

募
集
期
間
／
提
出
書
類　
随
時
募
集
／
履
歴
書
（
市
販
の
履
歴
書
）

▼ 

面
接
お
よ
び
採
用
の
決
定　
随
時
面
接
、
採
用
の
合
否
は
後
日
連
絡

▼ 

申
込
・
問　
田
村
広
域
行
政
組
合
総
務
課 
☎
62-

２
０
３
８
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● 

10
月
１
日
か
ら
７
日
は
「
公
証
週
間
」
で
す

　

公
証
制
度
は
、
公
証
人
が
、
大
切
な
遺
言
・
契
約
の
公
正
証
書
の
作
成
、

確
定
日
付
の
付
与
、
定
款
や
私
文
書
な
ど
の
認
証
や
、
国
の
公
証
に
関
す

る
事
務
を
取
り
扱
う
制
度
で
す
。
公
正
証
書
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
、

裁
判
そ
の
他
の
面
で
、
高
い
証
拠
力
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
公
正
証

書
に
は
「
執
行
力
」
が
あ
り
、
金
銭
に
関
わ
る
契
約
で
相
手
が
約
束
に
反

し
て
金
銭
の
支
払
い
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
裁
判
抜
き
で
相
手
の
財
産
に

対
し
強
制
執
行
が
で
き
ま
す
。

　

遺
産
相
続
、
任
意
後
見
契
約
、
金
銭
貸
借
、
不
動
産
貸
借
、
離
婚
に
際

し
て
の
慰
謝
料
、
養
育
費
な
ど
の
問
題
は
、
後
々
に
も
め
ご
と
を
引
き
起

こ
し
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
と
き
遺
言
や
当
事
者
間
の
取
り
決
め
を
公
正
証

書
に
し
て
お
け
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
、
権
利
や
財
産
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 
問　
郡
山
公
証
人
合
同
役
場 

☎
０
２
４-

９
２
２-

５
８
８
８

〈
町
臨
時
職
員（
保
育
士
）募
集
〉

　

町
で
は
、
平
成
27
年
度
後
期
の

臨
時
職
員
（
保
育
士
）
の
登
録
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
。
町
役
場
の

臨
時
職
員
と
し
て
雇
用
を
希
望
す

る
方
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お

き
、
雇
用
す
る
必
要
が
生
じ
た
と

き
に
登
録
者
の
中
か
ら
選
考
し
雇

用
し
ま
す
。

　

募
集
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼ 

募
集
職
種　
保
育
士

▼ 

雇
用
期
間　
５
か
月
以
内
（
更

　

新
あ
り
）

▼ 

勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分

※ 

勤
務
場
所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▼ 

募
集
人
数　
若
干
名

▼ 

賃
金
（
１
日
）　
７
、２
０
０
円

▼ 

保
健
な
ど
の
加
入　
勤
務
日
数
・

　

勤
務
時
間
に
よ
り
社
会
保
険
・
労

　

働
保
険
に
加
入

▼ 

受
付
期
間　
10
月
１
日
（
木
）

　

～
23
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分

　

～
午
後
５
時

※ 

土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

▼ 

応
募
方
法　
履
歴
書
を
持
参
の

　

う
え
、
ご
本
人
が
お
越
し
く
だ

　

さ
い
。
簡
単
な
面
接
を
行
い
ま

　

す
。

※ 

資
格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を

　

履
歴
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

備
考　
町
立
保
育
所
で
の
業
務

※ 

有
資
格
者
に
限
る

※ 

町
規
定
に
よ
り
、
通
勤
手
当
を

　

支
給
し
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問

　

総
務
課 

庶
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-

２
１
１
１

〈
公
用
車
売
却
の
お
知
ら
せ
〉

　

町
で
は
、
車
両
の
更
新
に
よ
り

廃
車
予
定
と
な
っ
た
公
用
車
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却

シ
ス
テ
ム
で
、
一
般
競
争
入
札
に

よ
る
売
却
を
実
施
し
ま
す
。

　

売
却
物
件
の
詳
細
や
申
込
手
続

き
な
ど
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼ 

売
却
物
件　
ト
ヨ
タ
ク
ラ
ウ
ン

　

マ
ジ
ェ
ス
タ
（
初
年
度
登
録
平

　

成
８
年
）

▼ 

入
札
参
加
申
込
期
間　

　

10
月
22
日（
木
）～
11
月
10
日（
火
）

▼ 

入
札
期
間

　

11
月
25
日（
水
）～
12
月
２
日（
水
）

▼ 

開
札
日　
12
月
２
日
（
水
）

▼ 

問　
財
務
課 

管
理
契
約
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
３
２

● 

無
料
調
停
相
談
会
開
催
（
予
約
不
要
）

　

夫
婦
関
係
や
親
族
間
の
も
め
ご
と
、
土
地
建
物
、
借
入
債
務
、
交
通
事

故
な
ど
の
も
め
ご
と
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
調
停
委
員
が
秘
密
厳
守
、
無

料
で
調
停
で
解
決
す
る
手
続
き
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
弁
護
士
の
委
員
も

参
加
し
ま
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
11
月
４
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼ 

場
所　
田
村
市
船
引
公
民
館

▼ 

問　
福
島
地
方
裁
判
所
郡
山
支
部
庶
務
課

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

５
６
５
６

○ 

国
勢
調
査
は
、
平
成
27
年
10
月 

１
日
現
在
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
お
よ
び
世
帯
が

対
象
で
す
。

○ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
さ
れ

て
い
な
い
世
帯
に
紙
の
調
査
票

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

○ 

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票

は
、
10
月
７
日
ま
で
に
、
調
査
員

に
直
接
提
出
い
た
だ
く
か
、
調
査

票
と
一
緒
に
お
配
り
し
た
郵
送
提

出
用
の
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
で
ご

提
出
い
た
だ
け
ま
す
。

○ 

調
査
結
果
は
、
社
会
福
祉
、
雇

用
政
策
、
生
活
環
境
の
整
備
、
防

災
対
策
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

○ 

万
が
一
、
調
査
票
が
届
い
て
い

な
い
場
合
は
、
総
務
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査
の
お
知
ら
せ

調
査
票
の
記
入
は
お
済
み
で

す
か
？

▼ 

問　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

８
１
２
５

　
　
　

国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
５
７
０-

０
７-

２
０
１
５

35

募　

集

● 

三
春
町
第
２
回
ふ
る
さ
と
検
定
を
実
施
し
ま
す

　

歴
史
・
文
化
・
花
の
三
春
町
を
知
ろ
う
！
ど
な
た
で
も
挑
戦
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
11
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼ 

場
所
／
参
加
費　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
小
ホ
ー
ル
／
無
料

▼ 

申
込
期
間　
10
月
１
日
（
木
）
～
11
月
８
日
（
日
）

▼ 

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

▼ 

申
込・問　
三
春
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
（
み
は
る
観
光
協
会
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
62-

３
６
９
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
62-
３
６
９
８
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○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい
　ます。

今月のバス運休日：4・11・12・18・25 日

マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

休

休

休
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町営バス運休カレンダー（10月）

日 月 火 水 木 金 土

29

24

25 26 31

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

◎ 伝えよう　しっかり目を見て　「ありがとう」（佐藤れいら・三春中学校 3 年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 24 ページに掲載しています。

10 月の行事カレンダー
※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
︵
19
時
ま
で
︶、
毎
週
日
曜
日
︵
８
時
30
分
～
12
時
︶

※平成 26 年度青少年健全育成標語入選作品

人口 17,013 人（0）う
ち男性 8,271 人（-2）・女性 8,742 人（+2）／世帯数 5,563 世

帯（+4）人口・世帯数

11 月 2 日（月）　町県民税 第 3 期　国民健康保険税 第 4 期　後期高齢者医療保険料 第 3 期　介護保険料 第 4 期納  期  限

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 27 年 9 月１日現在（前月比）

【行政相談員、行政書士による無料相談会】

　10 月 13 日（火）午前 10 時～午後 3 時
　／三春町役場／行政相談委員

【人権相談】10 月 13 日（火）午前 10 時～午後 3 時 
　／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】10 月 6・13・20・27 日（火）
　午前 9 時～ 12 時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】10 月 1 日（木）
　午後 1 時～ 3 時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

●●●今月の相談●●●

○ 平日夜間　田村地方夜間診療所 ☎ 81-2233
※ 事前に電話相談をしてください。
○ 休日夜間　郡山市夜間急病センター ☎ 024-934-5656

10月4日

11日

12日

18日

25日

11月1日

中央通りクリニックやない
（コスモ調剤薬局中央通り店）
矢吹医院
（浜田薬局）
大久保クリニック

（さとう薬局）
橋本医院

（コスモ調剤薬局小野町店）
青山医院
（タカギ薬局）
西山医院

（日）

（日）

（月）

（日）

（日）

（日）

（

（

（

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

船引町
船引町
三春町
三春町
船引町
常葉町
小野町
小野町
常葉町
常葉町
三春町

☎81-2662
☎81-1610
☎62-3015
☎62-2202
☎82-2555
☎77-2018
☎72-3711
☎71-0305
☎77-2015
☎77-4381
☎62-2473

）

）

）

）

）

（

（

おはなし「あのね」の日（10時45分～11時・子育て支援センター）

ミニシアター（10時・中央児童館）

ボランティア活動（13時30分・中央児童館）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

のびのびの日食育講座（離乳食講座）（9時30分～11時・子育て支援センター）

木曜おはなし会（放課後・町民図書館）

献血車来町（9時30分～17時・町内）

健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）

星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション）

保健センター開放日（9時～15時30分）

三春大神宮祭礼（～11日・三春大神宮）

秋季特別展「蒲生氏の時代～暮らしの中の天下統一～」（～11月23日・9時～16時30分・歴史民俗資料館）

三春大神宮祭礼を見学しよう（14時30分～16時・中央児童館）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

こころの健康相談会（14時～16時・保健センター）

行政相談員、行政書士による無料相談会（10時～15時・三春町役場）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

さくら湖自然環境フォーラム2015（13時～15時30分・さくら湖自然観察ステーション）

木曜おはなし会（放課後・町民図書館）

2（金）

3（土）

6（火）

7（水）

8（木）

9（金）

10（土）

11（日）

13（火）

14（水）

15（木）

16（金）
17（土）

18（日）

20（火）

21（水）

22（木）

23（金）

24（土）

26（月）
27（火）
28（水）

29（木）
31（土）

平成27年度三春町文化祭（～11月8日・三春交流館「まほら」および文化伝承館）

星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション）

おりがみクラブ（9時30分・中央児童館）

平成27年度消防団秋季検閲式・防災訓練（8時・三春町営グラウンド）

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

遊びの広場（10時～11時・子育て支援センター）

乳幼児健診・3歳児（13時～13時15分受付・保健センター）

乳幼児健診・1歳6か月児（13時～13時15分受付・保健センター）　

健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）

親子ふれあい教室（10時～11時30分・保健センター）

保健センター開放日（9時～15時30分）

理科クラブ（9時集合・中央児童館）

第2回市町村対抗福島県ソフトボール大会三春町初戦（相馬光洋ソフトボール場）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

乳幼児健診・9～10か月児（9時集合・町立三春病院）　

男の料理教室（9時～12時・保健センター）

第12回三春秋まつり（～11月1日・9時30分～16時・三春町運動公園）
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